
 
 
 
 

令和５年 第９回 
 
 

戸田市教育委員会定例会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和５年９月２１日 

戸田市教育委員会 



第９回教育委員会（定例会）次第 
１ 開会 
 

２ 前回の会議録の承認 
 

３ 校長プレゼン  別添 「新曽中学校区小中一貫教育」 
 

４ 教育委員提案  別添 資料№１のとおり 
 

５ 報告事項    別添 資料№２のとおり 
 

６ 議事                                      ページ 

（１）専決処理事項の報告 

報告第１２号 令和５年度戸田市就学支援委員会の委嘱について････････････････････････････１ 

（２）議案 

議案第２５号 令和６年度当初教職員人事異動の方針について（案）･･･････････････････当日配布 
 

７ その他 

（１）次回の教育委員会の日程（案） 

令和５年１０月１９日（木）午前９時３０分～  

（２）その他 
 

８ 閉  会 



日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課

1 日

2 月

3 火 カリキュラム・マネジメント研修会 学校管理職を対象とした研修会 １４：００～１７：００ オンライン 教育政策室

4 水 戸田市総合的な不登校対策会議 不登校に係る情報交換 １５：３０～１６：３０ 教育センター 教育政策室

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

１０月教育委員会関係【会議】日程表

会議名
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日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課

パルシアターとかみとだおは
なし会

上映作品
「おじゃる丸　まんげつロード危機一髪」

3歳児～小学校低学年向けの絵本の読み聞か
せ、おはなしなど。

１３：３０～１４：５０
あいパル3階
研究室

生涯学習課

新人二市大会

【市民大学講座】
姿勢を整えるピラティス入門

講座

ピラティスの基本を学び、身体能力を上げ、持
久力をつける。（１回目：全４回）

１０：００～１１：３０ 新曽公民館 生涯学習課

新人二市大会

ストレッチ・リズム体操 ストレッチ・リズム体操で健康の増進を図る １３：３０～１５：００ 下戸田公民館 生涯学習課

新人二市大会

おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

【市民大学講座】
歴史講座

埼玉の鉄道と旅」の歴史について学ぶ。
（１回目：全３回）　※オンデマンド受講可

１３：３０～１５：００ 新曽公民館 生涯学習課

託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０
のいずれか１回５０

分

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

荒川水循環センター見学 環境を守る下水道について学ぶ １３：３０～１５：００ 下戸田公民館 生涯学習課

新人二市県南大会

赤ちゃんおはなし会 絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など。 １０：３０～１１：００
あいパル2階
和室

生涯学習課

ととけっこの部屋
親子で一緒にわらべうたで遊び、絵本の読み

聞かせを楽しむ
１１：００～１１：３０

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

小学校前期登校最終日

【市民大学】
とだ学

介護施設を訪ねてみませんか
～住み慣れた地域でいつまでも～

１４：００～１５：３０
特別養護老人ホーム
いきいきタウンとだ 生涯学習課

スマホ・パソコン質問コーナー
パソコン・スマートフォン・タブレット等の基本操

作などの各種IT相談
９：００～１２：００ 美笹公民館 生涯学習課

【市民大学講座】公民館シニ
ア向け講座（健康増進コー
ス）「正しい歩き方」で地域を
めぐる 健康まち歩き講座　～

美笹地区編～

「正しい歩き方」を学び、美笹地区のまち歩きを
します。楽しくウォーキングを始めませんか？

（３回目：全４回）
９：３０～１１：３０ 美笹公民館館外 生涯学習課

8 日 昆虫ウォッチング：秋 彩湖周辺の昆虫と自然の観察をする １０：００～１２：００
彩湖自然
学習センター

生涯学習課

9 月

ストレッチ・リズム体操 ストレッチ・リズム体操で健康の増進を図る １３：３０～１５：００ 下戸田公民館 生涯学習課

小学校後期開始日

おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

【市民大学講座】
歴史講座

埼玉の鉄道と旅」の歴史について学ぶ。
（２回目：全３回）　※オンデマンド受講可

１３：３０～１５：００ 新曽公民館 生涯学習課

林間学校（新曽小）～１３日

英語でポップスを歌おう
懐かしのオールディーズを中心に楽しく英語で

歌う
１４：００～１５：３０ 下戸田公民館 生涯学習課

託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０
のいずれか１回５０

分

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

就学時健康診断
（戸南小）

◎ 芦原小学校訪問

１０月教育委員会関係【行事・講座等】日程表

行事・講座名

金

土

火

1 日

月

火

水

木

水

木

2

3

4

5

6

7

10

11

12
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日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課行事・講座名

赤ちゃんおはなし会 絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など。 １０：３０～１１：００
あいパル2階
和室

生涯学習課

就学時健康診断
（笹目東小）

IT相談（スマホ・パソコン質問
コーナー）

パソコン・スマートフォン・タブレット等の基本操
作などの各種IT相談

１３：００～１６：００ 下戸田公民館 生涯学習課

子ども体験ひろば 火おこしにちょうせん
①１０：００～１１：００
②１４：００～１５：００

郷土博物館 生涯学習課

子供映画会
「がんばれスイミー」(26分)
「星の王子さま」（30分）

１０：３０～１１：３０
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

【市民大学講座】公民館シニ
ア向け講座（健康増進コー
ス）「正しい歩き方」で地域を
めぐる 健康まち歩き講座　～

美笹地区編～

「正しい歩き方」を学び、美笹地区のまち歩きを
します。楽しくウォーキングを始めませんか？

（４回目：全４回）
９：３０～１１：３０ 美笹公民館館外 生涯学習課

スマホ・パソコン質問コーナー
パソコン・スマートフォン・タブレット等の基本操

作などの各種IT相談
１３：００～１６：００ 新曽公民館 生涯学習課

ハロウィンおはなし会 ハロウィン絵本の読み聞かせ、紙芝居など。 １０：３０～１１：３０
あいパル3階
研究室

生涯学習課

【市民大学講座】
姿勢を整えるピラティス入門

講座

ピラティスの基本を学び、身体能力を上げ、持
久力をつける。（２回目：全４回）

１０：００～１１：３０ 新曽公民館 生涯学習課

二市駅伝大会 ９：００～１２：００ 道満グリーンパーク

ストレッチ・リズム体操 ストレッチ・リズム体操で健康の増進を図る １３：３０～１５：００ 下戸田公民館 生涯学習課

就学時健康診断
（戸一小・芦原小）

おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

【市民大学講座】
歴史講座

埼玉の鉄道と旅」の歴史について学ぶ。
（３回目：全３回）　※オンデマンド受講可

１３：３０～１５：００ 新曽公民館 生涯学習課

就学時健康診断
（喜沢小・新曽北小）

託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０
のいずれか１回５０

分

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

小学校陸上運動会 １３：００～１５：００ 市スポーツセンター

20 金 赤ちゃんおはなし会 絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など。 １０：３０～１１：００
あいパル2階
和室

生涯学習課

彩湖周辺の野鳥観察②カ
ヌー編

彩湖周辺の野鳥や自然を、カヌーを使って観
察する

１０：００～１２：００
彩湖自然
学習センター

生涯学習課

【市民大学】
子育て講演会

子育てにおけるスマホと生活習慣
～脳に与える影響は～

１４：００～１５：３０
市役所５階
大会議室

生涯学習課

おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

彩の国教育の日
（中学校学校公開日）

第２回こども自然クラブ
自然とふれあいながら生きもののすばらしさや

面白さを知る
１０：００～１２：００

彩湖自然
学習センター

生涯学習課

子ども体験ひろば 火おこしにちょうせん
①１０：００～１１：００
②１４：００～１５：００

郷土博物館 生涯学習課

23 月
就学時健康診断
（美谷本小）

ストレッチ・リズム体操 ストレッチ・リズム体操で健康の増進を図る １３：３０～１５：００ 下戸田公民館 生涯学習課

絵本の読み聞かせ 絵本の読み聞かせ・紙芝居等 １０：３０～１１：３０ 下戸田公民館 生涯学習課

就学時健康診断
（笹目小・美女木小）

おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

就学時健康診断
（戸田東小）

◎ 喜沢中学校訪問

金

土

日

月

火

水

木

土

日

火

水

13

14

15

16

17

18

19

21

22

24

25
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日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課行事・講座名

英語でポップスを歌おう
懐かしのオールディーズを中心に楽しく英語で

歌う
１４：００～１５：３０ 下戸田公民館 生涯学習課

託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０
のいずれか１回５０

分

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

みんなでパルるんひろば
前半は絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など
後半は保護者同士の交流や、保健師への相談

ができます
１０：３０～１１：３０

あいパル3階
軽体育室

生涯学習課

グラスサンドアート講座
グラスの中に少しずつ砂を入れて模様をつく
り、世界に一つだけの作品をつくる。

１０：００～１２：００ 新曽公民館 生涯学習課

◎ 笹目中学校訪問

おはなしの部屋 読み聞かせ、昔話などの語り １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

彩湖でお月見
秋の夜長に月を肉眼で眺めたり望遠鏡で拡大

した姿を観察する
１７：３０～１９：３０

彩湖自然
学習センター

生涯学習課

彩の国教育の日（戸一・戸東除く）
小学校学校公開日

スポーツ大会
（戸一小・戸東小）

植物ウォッチングに
でかけよう：秋

彩湖周辺の植物を講師の解説を聞きながら観
察する

１０：００～１２：００
彩湖自然
学習センター

生涯学習課

【市民大学講座】
戸田ぶらりウォーク
～下戸田の巻～

戸田歴史ガイドの会と一緒に、戸田の歴史と史
跡を散策しながら学びます。

１０：００～１２：３０ 戸田市内 生涯学習課

【市民大学講座】地元企業トッ
プに聞く仕事術～日本におけ
る楽器の普及について～

戸田市内に工場があるトンボ楽器製作所の代
表者から聞く「仕事術」及び「楽器の楽しさ」に

ついて
１３：３０～１５：００ 美笹公民館 生涯学習課

30 月

【市民大学講座】
日本薬科大学との連携講座
賢い薬局の利用方法

日頃より病院に受診し、薬を処方される際に利
用する薬局の利用方法、薬剤師の方とどのよう

に接したらよいかについて学ぶ。
１４：００～１５：３０ 新曽公民館 生涯学習課

就学時健康診断
（新曽小）

◎ 美笹中学校訪問

木

金

土

日

火31

26

27

28

29
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新曽中学校区の
小中一貫教育

新曽から世界へ 主体的に学ぶ児童生徒の育成



新曽中学校区４校は
連携しやすい！

• 小学校３校の学校規模が似ている。（各学年３～４学級）
• 小学校３校の卒業生は、基本的に全員、新曽中学校へ進学する。
• 小学校３校はルーツが同じ。

新曽小学校

開校６５年目

児童数 ６８７名

通常学級２２学級

特支学級 ３学級

新曽北小学校

開校５１年目

児童数 ７１２名

通常学級２２学級

特支学級 ５学級

新曽小から分離新設

芦原小学校

開校１９年目

児童数 ７０１名

通常学級２２学級

新北小から分離新設

新
曽
中
学
校
へ
進
学 1



以前から取り組んできた連携

家庭学習重点期間（新曽中学校の定期テスト期間）の実施

• ４校の児童生徒が家族ぐるみでノーテレビ･ノー
ゲーム・ノースマホに取り組む

• 保護者は家庭内の学習する雰囲気づくりに取り
組む

• 児童生徒と保護者が一緒にテスト勉強や宿題
に取り組む

第1回：新曽中1学期期末テスト期間
6月22日（木）～6月29日（木）の8日間

第2回：新曽中2学期中間テスト期間
10月6日（金）～10ｶ月13日（金）の8日間

第3回：新曽中2学期期末テスト期間
11月23日（木）～11月30日（木）の8日間

第4回：新曽中学年末テスト期間
2月22日（木）～2月29日（木）の8日間

2



以前から取り組んできた連携

家庭学習の手引を作成

• 家庭学習に取り組む時間の目安
小学生→（学年＋１）×10分
中学生→（学年＋１）×1時間

• 新曽中学校区情報機器活用のルール
など

毎年内容を見直して各家庭に配信

3



新曽地区夏季合同研修会を行ってきた！

・平成２９年８月２３日（水） @芦原小学校

テーマ「学習規律」「家庭学習」

４校教員が集まり、２７～３０グループに分かれて意見を交流

・平成３０年８月２３日（木） @芦原小学校

テーマ「合理的配慮をどのようにしていますか？」

４校教員が集まり、２７～３０グループに分かれて意見を交流

・令和元年８月２２日（木）１５：００～１６：３０ @芦原小学校

４校合同学校運営協議会として４校の学校運営協議会委員と４校教員が熟議

テーマ「新曽地区の子供がどんな子供に育ってほしいか」【目指す児童生徒像】

・令和２年度はコロナ禍のため中止

・令和３年８月２３日（月）合同研修会 オンライン開催

テーマ「令和の日本型学校教育～子供が主役となる学びづくり～」

グループに分かれて「センセイトーク」→行動宣言の記入・共有

以前から取り組んできた連携

4



４校での授業参観

・戸田市教育委員会・南部教育事務所教育支援担当・学力向上推進

担当学校訪問の日に公開される授業を、連携と授業力向上のために

お互いに見に行き、学び合う。

・訪問日の授業計画、指導案の共有。

（調整は主幹教諭・教務主任が行う）

・新曽中学校教員による６年生の授業参観

卒業を控えた時期に実施。

進学時の情報交換に活かす。

以前から取り組んできた連携

5



新曽地区合同学校運営協議会を行ってきた！

・令和元年８月２２日（木）１５：００～１６：３０

４校合同学校運営協議会として４校の学校運営協議会委員と

４校教員が熟議

テーマ「新曽地区の子供がどんな子供に育ってほしいか」

【目指す児童生徒像】

・令和２年度はコロナ禍のため中止

・令和３年８月１９日（木）合同学校運営協議会（オンライン開催）

テーマ「新曽地区合同防災訓練の提案」

・令和４年８月１８日（木）合同学校運営協議会（オンライン開催）

テーマ「学校運営協議会が中心となった防災教育の取組」

以前から取り組んできた連携

6



新曽中学校区
小中一貫教育の計画

 小学校の学びを中学校の学びで深化させる小中一貫教育
 教科の本質をふまえた学びと戸田市版ＳＡＭＲモデル「Ｍ」段階への授業改善 7



総合的な学習等
新曽中学校区連携共同研究

カリキュラム・マネジメントによる学校間連携を進めるためには、
新曽中・新曽小・新曽北小・芦原小の４校が中学校区として研
究委嘱を受けることが効果的

ＰＢＬで新曽中学校区児童生徒の資質・能力を育成

９年間で育てる児童・生徒像を４校共通でえがきながら、
児童生徒を育成したい！

令和４・５年度戸田市教育委員会委嘱

8



令和４年度の新曽中学校区合同研究

• ４校の研修主任が、定期的にオンライン会議を実施。各学校の研究の進捗状況、

授業での連携、合同研修会の進め方等について協議し計画立案。

研究主任会議（通称「本音会」）の実施

新曽地区合同研修会
• ５月９日（オンライン開催）

顔合わせと合同研究の方向性

目指す児童・生徒像、育てたい資質能力について（グループ協議）

• ８月２２日（オンライン開催）

講義「地域に学ぶPBL」
株式会社Prima Pinguino（プリマペンギーノ）代表取締役 藤岡 慎二 様

研究協議「PBLを通して身に付けさせたい力とは」（グループ協議）
• ２月２２日（オンライン開催）

新曽地区合同の目指す児童・生徒像に基づき実践できることは？（グループ協議）9



主体性

熟議
目指す児童生徒像＆研究テーマ

10



新曽から世界へ
主体的に学ぶ児童生徒の育成

新曽中学校

芦原小学校 新曽小学校

新曽北小学校

学ぶ情熱あふれ
よりよい未来を拓く児童

自分ゴト化し 挑戦する児童

協働することのよさを
知り、自ら進んで問題
解決しようとする児童

地域に学び、未来に羽ばたく生徒

地域の子供を
地域で育む

地域に学ぶ

PBL
学校間連携

学び続ける子

楽しく学ぶ子

ともに学ぶ子

11



フェーズⅠ ゆるなかな連携
富士山頂、どこから、どのように登ってもゴールは同じ。

新曽中学校区

芦原小学校
主体的に学ぶ力 人間関係を豊かにする力 自ら課題を見出し、やりぬく力

新曽北小学校
自分を高める力 自分と向き合う力 他者とつながる力

新曽小学校
協働することのよさを知り、 自ら進んで 問題解決しようとする児童

新曽中学校
主体性 情報活用能力 論理的説明力

課題に対して主体的に思考できる生徒 情報を適切に取捨選択して活用できる生徒 解決法の提示や解決の必要性を論理的に説明できる生徒

学び続ける子 楽しく学ぶ子 ともに学ぶ子

12



新曽から世界へ
主体的に学ぶ児童生徒の育成

幼児とふれ合おう

新曽中学校２年生

児童の観察とふれあいを通して、児
童期の重要性を理解し、人間尊重と思
いやりのある温かい心を育てる。

新曽北・芦原小１年生

13



新曽から世界へ
主体的に学ぶ児童生徒の育成

幼児とふれ合おう

新曽中学校２年生
新曽北・芦原小１年生

最初は上手にふれ合える
か心配だったけど、児童が
楽しんでいる様子をみて安
心した。

お兄さん、上手だな。

いっぱい遊べて楽しい！

14



新曽から世界へ
主体的に学ぶ児童生徒の育成

わたしのまわりのおすすめの場所
芦原小・新曽小 まちたんけん発表会 2年生

ローソンのしかけ
をおしえるよ

セキ薬局にはこ
んないいところが
あるよ

西まつ屋や新ぞ
南ほいく園につ
いてはっぴょうす
るよ

一生けん命
じゅんびしました

15



新曽から世界へ
主体的に学ぶ児童生徒の育成

わたしのまわりのおすすめの場所
芦原小・新曽小 まちたんけん発表会 2年生

16



新曽から世界へ
主体的に学ぶ児童生徒の育成

単元名「未来へ向かって」
芦原小・新曽中連携 総合的な学習の時間 6年生

Unit① 「幸せって何？」

Unit② 自分を幸せにしようプロジェクト

Unit③ 周りの人を幸せにしようプロジェクト

Unit④ 未来の自分のためにどんなことができるだろう

自分たちより少し上の
中学生の意見を
聞いてみよう！

17



新曽から世界へ
主体的に学ぶ児童生徒の育成

単元名「未来へ向かって」
芦原小・新曽中連携 総合的な学習の時間 6年生

アンケートによる調査

＜対象＞
新曽中学校 1～2年生 132人

＜主な質問項目＞ 全１０項目
・夢を叶えるために必要だと思うこと
・小学生の頃にやっておけばよかったと思うこと
・あなたにとっての幸せとは？

Unit④で「未来の自分のため
にできること」を考える時に、中
学生の皆さんの考えを参考に
しよう！

18



新曽から世界へ
主体的に学ぶ児童生徒の育成

19



新曽から世界へ
主体的に学ぶ児童生徒の育成

20



新曽から世界へ
主体的に学ぶ児童生徒の育成
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新曽から世界へ
主体的に学ぶ児童生徒の育成
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令和５年度新曽中学校区連携共同研究の
計画

① 5月22日（水）15時15分～ ※運営司会：芦原小

「新曽地区合同研修会のこれまでとこれから」 各学年顔合わせ＆打合わせ

② 8月23日（水）13時30分～ ※運営司会：新曽中

「教科の本質的な学びを踏まえた授業改善とＩＣＴ活用Ｍ段階へ」 教科別の協議

③ 11月27日（月）15時15分～

④ 2月19日（月）15時15分～

新曽中学校区合同研修会（全４回）

23



令和５年度新曽中学校区連携共同研究の
計画

研究主任会議（通称「本音会」）の実施（継続）

新曽地区教頭会議の実施（新規）

• ４校の研修主任による定期的なオンライン会議を実施。各学校の研究の進捗状況、

授業での連携、合同研修会の進め方等について協議し計画立案。

• 回を重ねることで連携が取りやすくなっている。
• 新曽地区合同研修会も回を重ねることで、内容が充実し、連携への意識が高まってき
ている。

• 新曽地区連携共同研究の進捗状況の確認と研究発表会に向けての準備の確認

• 新曽地区合同学校運営協議会等の運営計画立案。

24



令和５年度新曽地区合同学校運営協議会
（８月２１日開催）

１ ねらい

合同学校運営協議会での学習・熟議の中で、そ

れぞれの立場(学校・町内会・家庭・職場等)で被災

した場合の避難行動を考え、それを通して新曽地

区の防災意識を共有・醸成する

２ 内容

学習：市危機管理防災課の講義

「新曽地区で想定される災害と防災対策等」

熟議：「平日11時に震度6強の地震が起こった

場合の避難行動計画の作成」

（４小・中学校の避難場所ごと）

学校での避難行動・それ
ぞれの立場での避難行動
を想定しながらタイムラ
イン表で共有する 25



令和５年度新曽地区夏季合同研修会
（８月２３日開催）

• 教科の本質的な学びを踏まえた授業改善とＩＣＴ活用をＭ段階へ
• 「小学校の学びを中学校で活かすためには○○を意識する！」と教
員一人一人が思うことが研修会のゴール

• 国語、社会、算数・数学、理科、英語、音楽、図工・美術・技術家庭、
体育・保健体育、特別支援学級、保健室の１０部会で実施

• 「教科ごとの研修は小・中のつながりを知ることができ、小学校での学びが中学校で生か
されてることがわかった」

• 「県学調の結果から、4校合同で９年間の継続して指導したいことなどの検証を行いたい」
• 「評価の際のチェックポイントや評価方法を聞くことができ、今後の指導に反映できるもの
が多かった」

• 「さまざまな考えや取組を聞けて、自分の授業をよりよくできる学びがあった」
• 「話した内容の記録を蓄積すると、毎年内容が深まっていきそう」
• 「オンラインのよさもあるが、対面で話す時間も有意義であることがわかった」
• 「目的や理念が各教員まで十分に浸透していなかったので、話し合いが深まらなかった」

26



令
和
四
・五
年
度
戸
田
市
教
育
委
員
会
委
嘱

総
合
的
な
学
主
の
時
間
等

新
曽
中
学
校
区
連
携
共
同
研
究
発
表
会

日時：令和６年１月２３日（火） メイン会場：戸田市立新曽中学校

新曽中

新曽中
２年

Ａ小
２年

Ｃ小
４年

Ｂ小
高学年

Ｃ小
高学年

Ｃ小
特支学級

Ｂ小
２年

Ｂ小Ｃ小Ａ小

Ｂ小
４年

Ａ小
４年

新曽中
○年

防災教育 生活科
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最後に・・・

• 新曽中だより 令和５年７月２０日号『１学期を振り返って』から

さて、今学期気づいた良い点から1つ。学年でレクをしたときのこと。変
に斜に構えるのではなく、どの生徒も素直に楽しんで、皆と協力して勝
利を目指していました。最後にゴールしたクラスには温かい歓声。勝っ
たクラスには称賛の拍手。見ていてとても清々しい気持ちになりました。
こうした素晴らしい振る舞いが自然と出るのは、御家庭でのしっかりとし
た教育がベースにあるからだろうと感じました。 （１学年主任）

家庭・地域で大切に育てられている新曽地区の子供たち
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資料 ＮＯ．１ 
 
 
 
 
 
 

教育委員提案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年第９回教育委員会 (定例会 ) 

令 和 ５ 年 ９ 月 ２ １ 日 （ 木 ） 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 教育委員提案 
ページ 

 
① 戸田市教育委員会としての「生成ＡＩ」の活用等の検討について②（仙波委員）･･･････････１ 
（教育政策室） 
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教
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て
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成
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の
利
用
の
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て
②
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田
市
教
育
委
員
会

教
育
政
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室
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和
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年
６
月
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育
委
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提
案

令
和
５
年
９
月

教
育
委
員
提
案
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生
成
AI
を
め
ぐ
る
主
な
動
き

文
部
科
学
省

戸
田
市
首
長
部
局

戸
田
市
教
育
委
員
会

4月
学
識
経
験
者
及
び
現
場
教
員
に
対
す
る
書
面

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
始

第
１
回
戸
田
市
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
推
進
本
部
会
議
（
Ch
at
GP
Tに
関
す
る
調
査

研
究
チ
ー
ム
の
発
足
※
）

※
当
該
チ
ー
ム
に
は
、
教
育
政
策
室
長
が
構
成
員
と
し
て
参
画

教
育
委
員
会
定
例
会
及
び
校
長
会
議
に
お
い
て
生
成
AI
の

「
相
談
的
活
用
」
に
つ
い
て
教
育
長
よ
り
発
言

５
月

中
央
教
育
審
議
会
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
特
別

委
員
会
で
生
成
AI
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
検
討
を
開
始

第
１
回
Ch
at
GP
Tに
関
す
る
調
査
研
究
チ
ー
ム
開

催
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
基
調
講
演
等
）

文
科
省
書
面
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
の
意
見
を
提
出

校
務
・
学
習
に
お
い
て
生
成
AI
の
利
用
が
考
え
ら
れ
る
事

例
の
検
討
を
開
始

６
月

第
２
回
Ch
at
GP
Tに
関
す
る
調
査
研
究
チ
ー
ム
開

催
（
活
用
結
果
の
共
有
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
）

『
「
生
成
AI
の
学
校
現
場
で
の
利
用
に
向
け
た
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
」
（
令
和
5年
6月
7日
付
教
育
長
通
知
）
』
に

お
い
て
、
本
市
の
生
成
AI
利
用
に
お
け
る
基
本
的
な
方
針

を
市
内
各
学
校
に
周
知

７
月

『
「
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
AI

の
利
用
に
関
す
る
暫
定
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
作
成
に
つ
い
て
（
令
和
5年
7月
4日

付
通
知
）
』
発
出

第
３
回
Ch
at
GP
Tに
関
す
る
調
査
研
究
チ
ー
ム

（
Ch
at
GP
Tを
活
用
し
た
ハ
ッ
カ
ソ
ン
）
開
催

（
ア
イ
デ
ア
出
し
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
・
成
果
発
表

会
等
）

『
文
部
科
学
省
作
成
「
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成

AI
の
利
用
に
関
す
る
暫
定
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及
び
そ

の
留
意
点
等
の
周
知
に
つ
い
て
（
令
和
5年
7月
14
日
付
教

育
長
通
知
）
』
に
お
い
て
、
文
科
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
夏

季
休
業
中
の
課
題
に
対
す
る
児
童
生
徒
に
よ
る
生
成
AI
の

利
用
に
つ
い
て
市
内
各
学
校
及
び
保
護
者
に
周
知

８
月

市
内
各
学
校
の
主
幹
教
諭
・
教
務
主
任
を
対
象
に
「
生
成

AI
の
利
用
に
関
す
る
研
修
会
」
を
実
施
（
市
の
基
本
方
針

及
び
遵
守
事
項
等
の
確
認
、
校
務
に
お
け
る
利
用
方
法
の
協

議
）

14
～
15
頁

10
～
11
頁

４
頁

５
～
６
頁

７
頁
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戸
田
市
の
教
育
に
お
け
る
生
成
AI
利
用
に
係
る
基
本
的
な
方
針


従
来
よ
り
「
AI
で
は
代
替
で
き
な
い
能
力
」
と
「
AI
を
活
用
で
き
る
能
力
」
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
。


生
成
AI
を
「
正
し
く
怖
れ
、
前
向
き
に
活
用
す
る
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。


教
職
員
が
率
先
し
て
生
成
AI
を
利
用
し
、
ど
の
よ
う
に
授
業
や
校
務
で
活
用
で
き

る
の
か
を
主
体
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。


児
童
生
徒
の
「
情
報
活
用
能
力
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
育
成

の
観
点
か
ら
、
生
成
AI
 自
体
を
学
ぶ
授
業
や
各
教
科
等
に
お
け
る
教
師
主
体
の
利

用
方
法
の
創
出
が
必
要
で
あ
る
。


教
職
員
が
現
行
の
G
oo
gl
eア
カ
ウ
ン
ト
を
用
い
て
利
用
す
る
も
の
と
し
て
は

「
Ba
rd
」
を
対
象
と
す
る
。


学
校
現
場
に
お
い
て
、
生
成
AI
の
利
用
規
約
上
の
対
象
年
齢
を
下
回
る
形
で
、
児

童
生
徒
に
直
接
利
用
さ
せ
な
い
こ
と
。

「
生
成

AI
の
学
校
現
場
で
の
利
用
に
向
け
た
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
（
戸
教
政
第

84
7号
令
和

5年
6月

7日
付
教
育
長
通
知
）
」
か
ら
抜
粋

3



生
成
AI
の
学
校
現
場
で
の
利
用
に
向
け
た
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

戸
田
市
立
各
小
・
中
学
校
長
様

戸
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長
戸
ヶ
﨑
勤

生
成
AI
の
学
校
現
場
で
の
利
用
に
向
け
た
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
（
通
知
）

別
添
写
し
の
と
お
り
、
教
育
局
市
町
村
支
援
部
義
務
教
育
指
導
課
長
か
ら
周
知
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
別
添
事
務
連
絡
及
び
別
紙
「
生
成
AI
（
Ch
at
 G
PT
）
の
学
校
現
場
で
の
利
用
に
関
す
る
今
後
の
対
応
」
(文
部
科
学
省
作
成
)を
踏
ま
え
、
下
記
に
つ
い
て
、
貴
職
下
関
係
職

員
へ
周
知
願
い
ま
す
。

記
１
本
市
の
生
成
AI
 利
用
に
お
け
る
基
本
方
針
に
つ
い
て

本
市
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
「
AI
で
は
代
替
で
き
な
い
能
力
」
と
「
AI
を
活
用
で
き
る
能
力
」
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
先
端
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
、
教
育
の
質
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
に
こ
れ
ま
で
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
、
教
職
員
に
よ
る
生
成
AI
 の
利
用
に

際
し
て
は
、
生
成
AI
を
「
正
し
く
怖
れ
、
前
向
き
に
活
用
す
る
」
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
教
職
員
が
率
先
し
て
生
成
AI
を
利
用
し
、
ど
の
よ
う
に
授
業
や
校
務
で
活
用
で
き
る
の
か
を
主
体
的

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
「
情
報
活
用
能
力
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
育
成
の
観
点
か
ら
、
生
成
AI
自
体
を
学
ぶ
授
業
や
各
教
科
等
に
お
け
る
教

師
主
体
の
利
用
方
法
の
創
出
が
必
要
で
あ
る
。

２
利
用
対
象
の
生
成
AI
に
つ
い
て

本
市
に
お
い
て
は
、
現
行
の
Go
og
le
ア
カ
ウ
ン
ト
を
用
い
て
利
用
す
る
も
の
と
し
て
は
「
Ba
rd
」
を
対
象
と
す
る
。

３
留
意
事
項

・
学
校
現
場
に
お
い
て
、
生
成
AI
の
利
用
規
約
上
の
対
象
年
齢
を
下
回
る
形
で
、
児
童
生
徒
に
直
接
利
用
さ
せ
な
い
こ
と
。
な
お
、
「
Ba
rd
」
は
18
歳
以
上
の
み
利
用
可
と
さ
れ
て
い
る
。

・
授
業
で
教
師
が
利
用
す
る
生
成
AI
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
情
報
は
、
正
確
性
や
信
頼
性
に
課
題
が
あ
り
、
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
児
童
生
徒
と
十
分
確
認
し
、
メ
デ
ィ

ア
リ
テ
ラ
シ
ー
（
吟
味
的
・
批
判
的
思
考
）
の
観
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
。
な
お
、
「
Ba
rd
」
は
令
和
５
年
６
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、
試
験
運
転
中
で
あ
る
。

・
情
報
漏
洩
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
氏
名
、
成
績
等
の
個
人
情
報
や
機
密
性
の
あ
る
情
報
な
ど
に
つ
い
て
は
厳
に
入
力
し
な
い
こ
と
。

・
有
害
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
や
著
作
権
侵
害
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
生
徒
に
提
示
す
る
際
に
は
事
前
に
十
分
な
検
証
を
図
る
こ
と
。

・
そ
の
他
、
令
和
5年
4月
6日
付
け
戸
教
政
第
11
0号
「
学
校
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
向
け
た
遵
守
事
項
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
の
も
と
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。

４
そ
の
他

・
夏
前
を
目
途
に
、
文
部
科
学
省
よ
り
生
成
AI
の
学
校
現
場
で
の
利
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
公
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

・
上
記
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
表
後
、
本
市
に
お
い
て
も
内
容
を
検
討
の
上
、
改
め
て
利
活
用
ポ
リ
シ
ー
を
周
知
す
る
予
定
で
あ
る
。

※
下
線
は
、
原
典
に
適
宜
追
加
し
た
も
の

R5
.6
.7
付

教
育
長
通
知 4



夏
季
休
業
中
の
課
題
に
対
す
る
児
童
生
徒
に
よ
る
生
成
AI
の
利
用
に
つ
い
て

【
前
提
と
し
て
】

・
教
育
活
動
の
目
的
を
達
成
す
る
上
で
、
生
成
AI
の
利
用
が
効
果
的
か
否
か
で
利
用
の
適
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
本
市
と
し
て
は
、
生
成
AI
の
利
用
規
約
上
の
対
象
年
齢
を
下
回
る
児
童
生
徒
に
直
接
的
な
利
用
を
さ
せ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

・
夏
季
休
業
期
間
な
ど
で
は
、
児
童
生
徒
が
家
庭
で
保
護
者
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使
っ
て
生
成
AI
を
二
次
利
用
す
る
こ
と
や
、
中
学
生
が
保
護
者
の
同
意

を
得
た
上
で
自
ら
利
用
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

■
児
童
生
徒
に
よ
る
生
成
AI
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
適
切
で
は
な
い
利
用
例
も
考
え
ら
れ
る
。

①
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
（
読
書
感
想
文
・
作
文
・
詩
・
俳
句
、
写
真
、
絵
等
）
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
児
童
生
徒
の
感
性
や
独
創
性
に
お
い
て
創
作
す

る
も
の
に
つ
い
て
、
生
成
AI
等
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
も
の
を
自
己
の
成
果
物
と
し
て
応
募
・
提
出
す
る
こ
と
。

②
知
識
・
技
能
の
定
着
を
図
る
問
題
（
ド
リ
ル
等
）
や
思
考
・
判
断
・
表
現
の
過
程
に
着
目
し
た
課
題
（
自
由
研
究
等
）
に
お
い
て
、
生
成
AI
に
よ
っ

て
生
成
さ
れ
た
も
の
を
自
己
の
成
果
物
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
。

■
以
下
の
よ
う
な
適
切
な
利
用
例
も
考
え
ら
れ
る
。

①
課
題
研
究
等
の
過
程
で
、
自
ら
が
作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
の
素
案
に
足
り
な
い
観
点
な
ど
を
補
充
す
る
た
め
に
生
成
AI
を
活
用
す
る
。
そ
の
際
、
情
報

の
真
偽
を
確
か
め
た
り
、
AI
と
の
や
り
と
り
の
過
程
を
参
考
資
料
と
し
て
添
付
さ
せ
る
こ
と
や
、
引
用
・
参
考
文
献
な
ど
を
明
示
さ
せ
る
こ
と
も
一
案

で
あ
る
。

②
自
ら
の
作
っ
た
文
章
を
基
に
生
成
AI
に
修
正
さ
せ
た
も
の
を
「
た
た
き
台
」
と
し
て
、
何
度
も
自
分
で
推
敲
し
、
よ
り
よ
い
自
分
ら
し
い
文
章
と
し

て
整
え
た
過
程
・
結
果
を
文
書
作
成
ソ
フ
ト
の
校
閲
機
能
を
使
っ
て
提
出
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

■
夏
季
休
業
中
の
課
題
の
意
義
に
つ
い
て
児
童
生
徒
に
事
前
指
導
を
す
る
。

・
児
童
生
徒
に
課
題
を
行
う
目
的
を
十
分
に
説
明
す
る
。

・
課
題
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
力
が
身
に
つ
く
か
児
童
生
徒
と
と
も
に
考
え
る
。
等

※
今
後
の
学
校
教
育
に
お
け
る
生
成
AI
の
利
用
全
般
に
係
る
留
意
事
項
に
つ
い
て
は
、
文
科
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
追
っ
て
通
知
予
定
。
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児
童
生
徒
の
生
成
AI
の
利
用
に
つ
い
て
（
保
護
者
へ
の
周
知
）

戸
田
市
立
小
・
中
学
校
保
護
者
様

戸
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長
戸
ヶ
﨑
勤

児
童
生
徒
に
よ
る
生
成
AI
の
利
用
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

日
ご
ろ
か
ら
本
市
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
聞
・
報
道
等
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
生
成
AI
の
利
用
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
保
護
者
の
皆
様
に
も
情
報
提
供
を
い
た
し
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
基
礎
学
力
の
定
着
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
AI
で
は
代
替
で
き
な
い
能
力
」
や
「
AI
を
活
用
で
き
る
能
力
」
の
育
成
も
目
指
し
て
お
り
、
児
童
生
徒
が
社
会
で
生
き
抜
く
力
を
育
む
取
組
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。 生
成
AI
の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
有
用
な
活
用
の
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
一
方
、
現
時
点
に
お
い
て
は
そ
の
適
切
な
活
用
場
面
の
検
証
が
不
十
分
で
あ
り
、
利
用
に
際
し
て
は
一
定
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
夏
季
休
業
に
入
り
、
御
家
庭
の
御
判
断
で
利
用
す
る
場
面
も
考
え
ら
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
の
文
部
科
学
省
の
通
知
に
基
づ
き
、
下
記
の
と
お
り
御
留
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
夏
季
休
業
中
の
宿
題
の
意
味
な
ど
を
改

め
て
お
子
様
と
話
し
合
う
機
会
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記
１
文
部
科
学
省
「
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
AI
の
利
用
に
関
す
る
暫
定
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
作
成
に
つ
い
て
（
通
知
）

UR
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２
戸
田
市
の
学
校
教
育
活
動
に
お
け
る
活
用
の
方
針
（
夏
季
休
業
前
）

・
市
が
採
用
し
て
い
る
Go
og
le
ア
カ
ウ
ン
ト
に
紐
付
く
「
Go
og
le
 B
ar
d」
を
試
験
的
に
利
用

※
Go
og
le
 B
ar
dは
利
用
規
約
上
、
18
歳
以
上
が
対
象
の
た
め
児
童
生
徒
は
利
用
し
な
い
。
教
師
が
生
成
AI
の
仕
組
み
や
ど
の
よ
う
に
学
び
に
生
か
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点
の
授
業
等
で
利
用
。

３
夏
季
休
業
中
の
課
題
に
対
す
る
児
童
生
徒
に
よ
る
生
成
AI
の
利
用
に
つ
い
て

(1
) 
前
提
と
し
て

・
活
動
の
目
的
を
達
成
す
る
上
で
、
生
成
AI
の
利
用
が
効
果
的
か
否
か
で
利
用
の
適
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
家
庭
で
児
童
生
徒
が
保
護
者
の
ID
を
使
っ
て
生
成
AI
を
利
用
す
る
こ
と
や
、
中
学
生
が
保
護
者
の
同
意
を
得
た
上
で
自
ら
利
用
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

(2
) 
適
切
で
な
い
と
さ
れ
る
例

・
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
（
読
書
感
想
文
・
作
文
・
詩
・
俳
句
、
写
真
、
絵
等
）
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
（
児
童
生
徒
の
感
性
や
独
創
性
に
お
い
て
創
作
す
る
も
の
な
ど
）
に
つ
い
て
、
最
初
か
ら
安
易
に
使
わ
せ
る
こ
と
や
、
生
成

AI
等
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
も
の
を
自
己
の
成
果
物
と
し
て
応
募
・
提
出
す
る
こ
と
。

・
知
識
・
技
能
の
定
着
を
図
る
問
題
（
ド
リ
ル
等
）
や
思
考
・
判
断
・
表
現
の
過
程
に
着
目
し
た
課
題
（
自
由
研
究
等
）
に
お
い
て
、
生
成
AI
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
も
の
を
自
己
の
成
果
物
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
。

(3
) 
適
切
と
さ
れ
る
例

・
課
題
研
究
等
で
、
自
ら
が
作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
案
に
足
り
な
い
点
な
ど
を
補
充
す
る
た
め
に
生
成
AI
を
活
用
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
情
報
の
真
偽
を
確
か
め
つ
つ
、
AI
と
の
や
り
と
り
の
過
程
を
参
考
資
料
と
し
て
添
付
し
た

り
す
る
こ
と
や
、
引
用
・
参
考
文
献
な
ど
を
明
示
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

・
自
ら
の
作
っ
た
文
章
を
基
に
生
成
AI
に
修
正
さ
せ
た
も
の
を
「
た
た
き
台
」
と
し
て
、
何
度
も
自
分
で
推
敲
し
、
よ
り
よ
い
自
分
ら
し
い
文
章
と
し
て
整
え
た
過
程
・
結
果
を
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
校
閲
機
能
を
使
っ
て
提
出
す

る
こ
と
。

４
各
学
校
で
の
指
導
に
つ
い
て

各
学
校
で
は
、
夏
季
休
業
中
の
課
題
の
意
義
に
つ
い
て
児
童
生
徒
に
以
下
の
よ
う
な
事
前
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

・
児
童
生
徒
に
課
題
を
行
う
目
的
を
十
分
に
説
明
す
る
。

・
課
題
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
力
が
身
に
つ
く
か
児
童
生
徒
と
と
も
に
考
え
る
。
等

５
そ
の
他

戸
田
市
教
育
委
員
会
で
は
今
後
も
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
市
と
し
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

R5
.7
.1
4付

教
育
長
通
知
（
一
部
）

※
下
線
は
、
原
典
に
適
宜
追
加
し
た
も
の

6
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生
成
AI
の
利
用
に
関
す
る
市
教
委
主
催
の
研
修
会

○
８
月
１
日
（
火
）
に
、
市
内
小
中
学
校
主
幹
教
諭
・
教
務
主
任
を
対
象

と
し
た
「
生
成
AI
の
利
用
に
関
す
る
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

○
は
じ
め
に
、
生
成
AI
の
利
用
に
お
け
る
遵
守
事
項
に
つ
い
て
、
学
務
課

よ
り
生
成
AI
利
用
の
留
意
点
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
教

育
政
策
室
よ
り
生
成
AI
の
校
務
で
の
活
用
に
つ
い
て
講
義
と
演
習
を
行

っ
た
。

○
続
い
て
、
実
際
の
活
用
場
面
を
想
定
し
た
プ
ロ
ン
プ
ト
の
入
力
に
つ
い

て
確
認
し
、
最
後
に
校
務
で
の
利
用
場
面
を
協
議
し
た
。
主
な
事
例
は

以
下
の
と
お
り
。

主
な
利
用
事
例

各
種
報
告
書
の
た
た
き台
作
成
と各
種
報
告
書
や
通
知
の
要
約

新
規
の
提
案
文
書
の
た
た
き台
作
成

時
間
割
作
成
、授
業
時
数
の
調
整
等
の
計
算
補
助

ア
ン
ケ
ー
トや
学
校
評
価
等
の
整
理
、考
察
、改
善
策
の
た
た
き台
作
成

初
任
者
研
修
や
校
内
研
修
の
進
め
方
の
た
た
き
台
作
成
、事
例
研
修
等
で
の
事
例
案
の
た
た
き
台
作
成

教
職
員
に
よ
る
作
成
文
書
の
校
正
・校
閲

朝
会
等
の
講
話
及
び
、児
童
に
よる
送
辞
・答
辞
、あ
い
さつ
文
の
た
た
き
台
作
成

研
究
発
表
や
周
年
行
事
の
事
務
作
業
補
助
（
研
究
紀
要
の
挨
拶
文
・研
究
概
要
、謝
辞
等
）

保
護
者
へ
の
通
知
文
書
の
作
成
、学
校
だ
よ
り等
の
巻
頭
言
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
掲
載
す
る
文
章
の
た
た
き台
作
成

民
間
業
者
との
メー
ル
の
や
り取
り、
メー
ル
の
定
型
文
を
作
成
、指
導
者
や
来
賓
へ
の
依
頼
文
や
謝
辞
の
た
た
き
台
作
成

7



授
業
に
お
け
る
生
成
AI
の
利
用
例

○
本
年
７
月
、市
内
小
学
校
の
学
校
訪
問
に
お
け
る
研
究
授
業
、６
年
生
音
楽
科
「旋
律
の
特
徴
を
生
か
して
表
現
しよ
う」
に
お
い
て
、自
動
作
曲
AI
ア
プ
リ

「C
R
EE
VO
」（
※
）
を
児
童
が
使
って
音
楽
づ
くり
を
行
い
、音
色
や
旋
律
、リ
ズ
ム
や
速
さ
な
ど音
楽
を
形
作
って
い
る
要
素
を
組
み
合
わ
せ
、試
行
錯
誤
しな
が
ら

グ
ル
ー
プ
で
曲
想
の
面
白
さ
を
共
有
し合
った
。

（
※
）
歌
詞
を
入
力
す
る
と自
動
的
に
旋
律
や
伴
奏
を生
成
で
き
る
AI
作
曲
アプ
リ。
教
育
目
的
で
利
用
可
能
で
あ
り、
本
時
で
は
、作
曲
に
必
要
な
条
件
を
人
間
が
決
め
る
「マ
ニュ
ア
ル
モ
ー
ド」
を
使
用
した
。

○
全
て
の
活
動
を
AI
に
委
ね
て
しま
うの
で
は
自
分
が
作
曲
した
とい
う意
識
や
達
成
感
を
感
じる
こと
が
出
来
な
い
た
め
、演
奏
技
能
を
AI
に
補
完
して
も
ら
い
な
が
ら
、

い
か
に
自
分
の
思
い
や
意
図
を
音
楽
表
現
に
反
映
さ
せ
て
い
くか
、と
い
う学
習
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
を
当
て
、主
体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
教
師
の
明

確
な
意
図
が
感
じら
れ
た
。

【授
業
中
の
様
子
】
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戸
田
市
の
教
育
に
お
け
る
生
成
AI
利
用
の
段
階
（
案
）

・管
理
職
に
よ
る
積
極
的
な
試
行

・校
内
研
修
等
に
お
け
る
生
成
AI
の
体
験

・校
務
の
様
々
な
場
面
に
お
け
る
利
用
（
例
とし
て
参
考
資
料
②
参
照
）

・上
記
に
よ
る
生
成
AI
の
メ
リッ
ト
・デ
メ
リッ
ト
の
理
解
（
「腹
落
ち
」）

・学
習
の
どの
よ
うな
場
面
で
利
用
す
る
こと
が
効
果
的
か
に
つ
い
て
検
討

（
例
とし
て
参
考
資
料
③
参
照
）

・学
習
に
お
け
る
利
用
に
当
た
って
の
留
意
事
項
の
検
討

・学
習
に
お
け
る
教
師
が
主
体
とな
った
利
用

・学
習
に
お
け
る
（
年
齢
制
限
を
下
回
ら
な
い
形
で
の
）
子
供
が
主
体
とな
った
利
用

・上
記
を
踏
ま
え
た
成
果
・課
題
の
言
語
化
と校
内
で
の
共
有

【フ
ェー
ズ
１
︓
主
とし
て
校
務
で
の
利
用
】

【フ
ェー
ズ
２
︓
校
務
・学
習
双
方
で
の
利
用
】

※
い
ず
れ
の
段
階
に
お
い
て
も
、

正
確
性
や
信
頼
性
の
担
保
、

個
人
情
報
保
護
や
機
密
保

持
、有
害
コン
テ
ン
ツ
や
著

作
権
侵
害
の
可
能
性
とい
っ

た
論
点
に
十
分
留
意
しつ
つ
、

検
証
を
行
う。
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利
用
場
面

主
な
利
用
事
例

②
各
種
報
告
書
の
た
た
き
台
作
成
と各
種
報
告
書
や
通
知
の
要
約

②
新
規
の
提
案
文
書
の
た
た
き
台
作
成

②
時
間
割
作
成
、授
業
時
数
の
調
整
等
の
計
算
補
助

②
ア
ンケ
ー
トや
学
校
評
価
等
の
整
理
、考
察
、改
善
策
の
た
た
き
台
作
成

②
初
任
者
研
修
や
校
内
研
修
の
進
め
方
の
た
た
き
台
作
成
、事
例
研
修
等
で
の
事
例
案
の
た
た
き
台
作
成

②
教
職
員
に
よ
る
作
成
文
書
の
校
正
・校
閲

③
朝
会
等
の
講
話
及
び
、児
童
に
よ
る
送
辞
・答
辞
、あ
い
さつ
文
の
た
た
き
台
作
成

③
研
究
発
表
や
周
年
行
事
の
事
務
作
業
補
助
（
研
究
紀
要
の
挨
拶
文
・研
究
概
要
、謝
辞
等
）

④
保
護
者
へ
の
通
知
文
書
の
作
成
、学
校
だ
よ
り等
の
巻
頭
言
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
掲
載
す
る
文
章
の
た
た
き
台
作
成

④
民
間
業
者
との
メー
ル
の
や
り取
り、
メー
ル
の
定
型
文
を
作
成
、指
導
者
や
来
賓
へ
の
依
頼
文
や
謝
辞
の
た
た
き
台
作
成

生
成
AI
の
校
務
で
の
利
用
例

文
部
科
学
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、校
務
で
の
利
用
場
面
を
次
の
４
つ
に
分
類
して
い
る
。

①
児
童
生
徒
の
指
導
に
か
か
わ
る
業
務
の
支
援
、②
学
校
の
運
営
に
関
わ
る
業
務
の
支
援
、③
学
校
行
事
・部
活
動
へ
の
支
援
、④
外
部
対
応
へ
の
支
援

※
具
体
例
とし
て
参
考
資
料
②
参
照
。生
成
AI
は
あ
くま
で
「た
た
き
台
」と
して
の
利
用
で
あ
り、
最
後
は
教
職
員
自
らが
チ
ェッ
ク
し、
推
敲
・完
成
さ
せ
る
こと
が
必
要
。

1
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生
成
AI
の
学
習
で
の
利
用
に
当
た
って
の
留
意
事
項
（
た
た
き
台
）

前
提
とし
て
、子
供
達
の
資
質
・能
力
を
育
成
す
る
上
で
、生
成
AI
の
利
用
が
効
果
的
か
否
か
で
利
用
の
適
否
を
判
断
す
る
こと
が
重
要
。

例
え
ば
以
下
の
よ
うな
視
点
が
考
え
られ
、今
後
、学
校
で
の
実
践
も
踏
ま
え
な
が
ら更
に
検
討
を
深
め
て
い
く。

【育
成
した
い
３
つ
の
資
質
・能
力
との
関
係
】

知
識
及
び
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う力
・人
間
性
等

＜
視
点
の
例
＞

・未
知
よ
りも
既
習
事
項
に
つ
い
て
問
い
、フ
ァク
ト
チ
ェッ
ク
的
に
知
識
及
び
技
能
の
定
着
を
図
る
観
点
か
ら生
成
AI
を
利
用
す
る
こと
は
考
え
られ
る
か
。

・ゼ
ロか
ら生
成
AI
に
頼
る
、す
な
わ
ち
思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
を
低
下
させ
る
よ
うな
活
用
よ
りも
、子
供
達
自
身
が
思
考
・判
断
・表
現
した
も
の
に
つ
い

て
生
成
AI
か
ら
フィ
ー
ド
バ
ック
を
も
ら
うこ
とで
、試
行
錯
誤
や
改
善
を
繰
り返
せ
る
よ
うな
活
用
は
考
え
られ
る
か
。

※
生
成
AI
に
よ
る
回
答
を
「鵜
呑
み
」に
す
る
の
で
は
な
く、
批
判
的
・吟
味
的
に
解
釈
で
き
る
よ
うな
資
質
・能
力
の
育
成
が
求
め
られ
る
。

これ
ら
を
育
成
す
る
た
め
に
…

【主
体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び
との
関
係
】

主
体
的
な
学
び

対
話
的
な
学
び

深
い
学
び

＜
視
点
の
例
＞

・例
え
ば
、学
ぶ
こと
の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
導
入
の
場
面
や
、自
己
の
学
習
活
動
を
振
り返
る
段
階
で
の
生
成
AI
の
活
用
は
考
え
られ
る
か
。

・生
成
AI
との
「対
話
」を
繰
り返
しな
が
ら、
多
角
的
な
視
点
で
自
己
の
考
え
を
広
げ
深
め
る
こと
は
考
え
られ
る
か
。

・各
教
科
等
の
特
質
に
応
じた
「見
方
・考
え
方
」が
働
くよ
うな
生
成
AI
の
活
用
は
考
え
られ
る
か
。特
に
、本
市
が
重
視
す
る
PB
L（
Pr
oj
ec
t-
Ba
se
d

Le
ar
ni
ng
）
等
の
問
題
解
決
的
学
習
に
お
け
る
相
談
的
活
用
は
考
え
られ
る
か
。

1
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今
後
に
向
け
て

今
後
、
本
日
お
示
し
し
た
内
容
を
基
に
、
総
合
教
育
会
議
で
も

議
論
し
つ
つ
、
戸
田
市
の
教
育
に
お
け
る
生
成
AI
の
利
用
に
係
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
予
定
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
生
成
AI
の
利
用
と
い
う
「
手
段
」
が
「
目

的
」
化
す
る
こ
と
な
く
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
や
子
供
達

の
学
び
の
充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
、
学
校
現
場
の
「
腹
落
ち
」
を

図
り
つ
つ
、
着
実
に
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

1
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参
考
資
料
①

（
過
去
の
会
議
等
で
の
発
言
）

1
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令
和
５
年
第
４
回
戸
田
市
教
育
委
員
会
定
例
会
に
お
け
る
教
育
長
発
言

戸
田
市
の
教
育
改
革
も
9 
年
目
を
向
か
え
ま
す
。
こ
の
9 
年
間
貫
い
て
き
た
4つ
の
教
育
改
革
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
が
、
「
AI
で
は
代
替
で
き
な
い
能
力
や
AI
を
活
用

で
き
る
能
力
」
の
育
成
で
す
。
改
革
開
始
時
の
平
成
27
年
度
の
こ
の
定
例
教
育
委
員
会
の
冒
頭
で
、
次
の
よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

「
子
供
た
ち
の
65
％
は
将
来
、
今
は
存
在
し
て
い
な
い
職
業
に
就
く
と
の
予
測
や
、
今
後
10
 年
～
20
 年
程
度
で
、
半
数
近
く
の
仕
事
が
自
動
化
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
」
な
ど
の
予
測
が
あ
り
ま
す
。
20
45
 年
に
は
人
工
知
能
が
人
類
を
越
え
る
『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』
に
到
達
す
る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
10
～
20
年
以
内

に
日
本
で
働
く
人
の
仕
事
の
49
％
は
AI
 や
ロ
ボ
ッ
ト
で
代
替
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
分
析
研
究
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
O
EC
D 
で
は
、

『
Ed
uc
at
io
n2
03
0』
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
様
々
な
『
学
び
の
改
革
』
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
『
仕
事
が
で
き
る
有
能
な
人
』
が
も
っ
て
い
る
能
力

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校
の
勉
強
が
で
き
る
人
と
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な
く
、
『
非
認
知
ス
キ
ル
』
や
『
ソ
フ
ト
ス
キ
ル
』
の
高
い
人
で
す
。
…
…
。
」
と
、

当
時
は
、
AI
 で
は
代
替
で
き
な
い
能
力
に
主
眼
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
AI
 を
活
用
で
き
る
能
力
に
視
線
が
向
い
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
春
の
大
学
入
学
式
式
辞
の
中
に
も
「
リ
ポ
ー
ト
作
成
に
際
し
て
AI
 を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
、
ゆ
め
ゆ
め
考
え
な
い
よ
う
に
」
「
簡
単
に
得
た
も
の
は
、
ま
た
た
く
間
に

失
わ
れ
る
」
等
「
Ch
at
GP
T」
な
ど
生
成
型
AI
 に
関
す
る
話
題
が
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
「
Ch
at
GP
T」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、

読
書
感
想
文
な
ど
が
瞬
時
に
作
成
で
き
る
こ
と
か
ら
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
子
供
た
ち
の
学
び
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
も
教
育
現
場
で

の
取
扱
を
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討
を
始
め
た
よ
う
で
す
。

昨
日
、
戸
田
市
に
お
い
て
も
調
査
研
究
チ
ー
ム
を
発
足
す
る
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
す
で
に
本
市
教
育
委
員
会
で
は
日
常
遣
い
し
て
い
る
職
員
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
し
、
か
く
言
う
私
も
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
の
皆
様
に
も
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
感
想
を
後
ほ
ど
窺
え
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

先
日
の
校
長
会
で
も
私
か
ら
「
Ch
at
GP
T、
M
ic
ro
so
ft 
Bi
ng
、
Go
og
le
 B
ar
d等
の
AI
 活
用
体
験
を
願
い
た
い
。
答
え
を
検
索
す
る
利
用
で
は
な
く
、
子
供
の
新
た
な

問
い
を
立
て
る
こ
と
や
、
自
分
で
思
い
つ
か
な
い
ヒ
ン
ト
を
も
ら
う
こ
と
、
球
技
の
壁
打
ち
相
手
と
し
て
の
『
相
談
的
活
用
』
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
月
の
着
任
式
で
は
、
産
業
界
の
方
々
か
ら
「
子
供
た
ち
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
積
極
的
に
活
用
す
る
家
庭
か
ら
、
ア
ナ
ロ
グ
だ
ら
け
の
昭
和
と
変
わ
ら
な
い
学
校
へ
と

毎
日
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
い
る
。
」
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
を
ど
う
思
う
か
、
ま
た
、
私
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
で
あ
る
「
学
校
と
い
う
学
び
の
場
を
子
供
た
ち
が
未
来
を
感
じ

ら
れ
る
空
間
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
新
し
い
こ
と
が
あ
る
と
危
な
い
か
ら
使
わ
せ
な
い
と
い
う
管
理
の
側
面
を
強
化
し
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
時
代
背
景
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
続
け
て
き
た
結
果
、
学
校
は
時
代
に
取
り
残
さ
れ
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
体
験
し
て
み
な
け
れ
ば
理
解
の
解
像
度

は
上
が
り
ま
せ
ん
。
危
険
な
側
面
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
安
全
な
環
境
を
用
意
し
、
積
極
的
に
使
っ
て
理
解
を
深
め
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
使
う
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
自
問
自
答
で
き
る
内
な
る
教
師
（
メ
タ
認
知
）
を
育
て
る
こ
と
や
、
AI
 時
代
に
お
け
る
教
育
観
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
構

築
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

小
中
学
生
の
読
書
感
想
文
な
ど
は
、
AI
 に
よ
る
「
不
正
」
を
招
き
や
す
い
の
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
問
題
は
、
読
書
感
想
文
な
ど
と
い
う
教
育
活
動
が
、
簡
単

に
AI
に
取
っ
て
変
わ
ら
れ
る
よ
う
な
「
低
付
加
価
値
」
で
あ
る
こ
と
に
教
育
関
係
者
が
気
付
か
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
改
め
て
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
重
要

な
こ
と
は
問
う
の
を
や
め
な
い
こ
と
だ
」
な
ど
と
い
う
言
葉
の
重
み
を
噛
み
し
め
た
い
も
の
で
す
。
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令
和
５
年
第
７
回
戸
田
市
教
育
委
員
会
定
例
会
に
お
け
る
教
育
長
発
言
（
未
定
稿
）

４
月
の
あ
い
さ
つ
で
も
生
成
Ａ
Ｉ
の
話
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
月
４
日
に
文
部
科
学
省
が
「
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
関
す
る
暫

定
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
先
月
に
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
積
極
的
に
活
用
し
た
授
業
を
海
外
で
参
観
し
ま
し
た
。
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、

６
月
７
日
付
け
で
学
校
長
宛
て
に
「
生
成
Ａ
Ｉ
の
学
校
現
場
で
の
利
用
に
向
け
た
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
を
発
出
し
ま
し
た
。
そ
の
続
報
を
７
月
１
４

日
付
で
校
長
宛
て
に
発
出
す
る
と
と
も
に
、
７
月
１
８
日
付
け
で
保
護
者
に
向
け
て
も
通
知
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
人
間
は
創
造
的
な
活
動
が
で
き
る
が
Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
に
よ
っ
て
、
「
創
造
性
と
は
何
か
」
を

改
め
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
人
間
の
場
合
で
も
、
創
造
性
に
は
コ
ピ
ペ
し
た
も
の
を
調
整
す
る
よ
う
な
能
力
も
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
レ
ベ
ル
な
ら
生
成
Ａ
Ｉ
で
も
で
き
て
い
る
。
本
当
の
意
味
の
創
造
性
と
は
何
な
の
か
を
人
間
が
突
き
付
け
ら
れ
る
段
階
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

私
な
り
に
、
cr
ea
te
と
ge
ne
ra
te
の
違
い
に
つ
い
て
悶
々
と
反
芻
し
て
い
ま
す
。
両
者
は
、
生
み
出
す
こ
と
に
お
い
て
は
同
じ
で
す
が
、
cr
ea
te
は
こ
れ
ま
で

に
な
い
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
、
ge
ne
ra
te
は
、
自
動
や
手
順
通
り
に
何
か
を
生
み
出
す
、
ま
さ
に
「
生
成
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
あ
ら
か
じ
め
膨
大
な
量
の
情
報
か
ら
深
層
学
習
に
よ
っ
て
構
築
し
た
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
で
あ
る
LL
M
（
La
rg
e 
La
ng
ua
ge
 M
od
el
s）
に
基

づ
き
、
あ
る
単
語
や
文
章
の
次
に
来
る
単
語
や
文
章
を
推
測
し
、
「
統
計
的
に
そ
れ
ら
し
い
応
答
」
を
生
成
す
る
も
の
で
す
。
指
示
文
（
プ
ロ
ン
プ
ト
）
の
工
夫
で
、

よ
り
確
度
の
高
い
結
果
が
得
ら
れ
る
も
の
の
、
も
っ
と
も
ら
し
い
ウ
ソ
と
言
わ
れ
る
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
Ha
llu
ci
na
tio
n）
や
、
事
実
と
全
く
異
な
る
回
答
が

出
力
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
情
報
の
真
偽
を
確
か
め
る
こ
と
（
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
）
の
習
慣
付
け
も
含
め
、
情
報
活
用
能
力
を
育
む
教
育
活
動
を

一
層
充
実
さ
せ
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
必
要
な
資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

Ａ
Ｉ
は
言
葉
を
コ
ピ
ー
し
て
選
ん
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
る
だ
け
と
い
う
見
方
も
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
考
え
て
み
れ
ば
人
の
日
常
的
な
会
話
も
似
た
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
違
う
の
は
、
人
間
が
言
語
を
習
得
す
る
際
の
「
記
号
接
地
」
（
言
葉
と
身
体
感
覚
や
経
験
と
を
つ
な
げ
る
こ
と
）
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
で
す
。

「
St
ea
l w
ith
 p
rid
e」
。
先
日
あ
る
外
資
系
企
業
の
幹
部
か
ら
聞
い
た
言
葉
で
す
。
そ
の
言
葉
を
一
つ
の
理
念
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
日
本
語
で
言
う

と
こ
ろ
の
「
徹
底
的
に
パ
ク
る
（
TT
P）
」
が
該
当
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
St
ea
lに
し
て
も
、
パ
ク
る
に
し
て
も
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

「
St
ea
l w
ith
 p
rid
e」
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
が
籠
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
守
破
離
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
先
生
や
師
匠
か
ら
基
本
の
「
型
」
を

教
え
て
も
ら
い
、
そ
の
「
型
」
を
「
真
似
る
」
こ
と
か
ら
「
学
び
」
は
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
職
人
の
世
界
で
も
、
「
師
か
ら
技
を
盗
め
」
と
い
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
師
の
技
を
コ
ピ
ー
し
て
「
真
似
る
」
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
模
倣
（
コ
ピ
ー
）
も
極
ま
れ
ば
独
創
を
生
む
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
Ch
at
GP
Tを
開
発
し
た
サ
ム
・
ア
ル
ト
マ
ン
最
高
経
営
責
任
者
（
CE
O
）
は
、
「
強
力
な
ツ
ー
ル
に
は
大
き
な
可
能
性
も
あ
れ
ば
、
間
違
い
な
く
大
き

な
課
題
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
「
正
し
く
怖
れ
、
前
向
き
に
」
活
用
し
な
が
ら
、
コ
ピ
ー
上
手
に
な
る
ス
キ
ル
も
大
切
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

1
5



参
考
資
料
②

（
「B
ar
d」
に
よ
る
校
務
利
用
で
の
プ
ロン
プ
ト例
）

※
あ
くま
で
も
例
で
あ
り、
他
の
利
用
例
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

※
ブ
レ
イン
ス
トー
ミン
グ
の
趣
旨
で
掲
載
して
い
る
も
の
で
あ
り、
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
更
に
精
査
を
要
す
る
。 1
6



あ
な
た
は
学
校
の
管
理
職
で
す
。
以
下
の
条
件
に
従
い
、
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
保
護
者
向
け
に
イ
ベ
ン

ト
を
周
知
す
る
メ
ー
ル
の
文
面
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

#条
件

・
な
る
べ
く
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

・
40
0字
以
内

・
「
保
護
者
の
皆
様
へ
」
か
ら
始
め
る

#内
容

・
7月
23
日
10
～
12
時
に
戸
田
市
役
所
が
開
催
す
る
か
け
っ
こ
教
室
が
●
●
小
学
校
で
開
催
さ
れ
る
。

・
対
象
：
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

・
定
員
：
50
名
（
先
着
順
）

・
申
込
：
必
要
、
7月
20
日
ま
で
、
●
●
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
ま
で

・
問
い
合
わ
せ
先
：
▲
▲

場
面
①
（
保
護
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
周
知
）
︓
プ
ロ
ン
プ
ト

※
下
線
箇
所
は
、
記
載
を
変
え
る
こ
と
で
他
の
内
容
で
も
利
用
可
能

1
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場
面
①
（
保
護
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
周
知
）
︓
生
成
結
果

1
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あ
な
た
は
学
校
の
管
理
職
で
す
。
以
下
の
条
件
に
従
い
、
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
対
外
的
に
情
報
発
信
す
る
Fa
ce
bo
ok
の
文
面

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

#条
件

・
な
る
べ
く
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

・
60
0字
以
内

・
簡
潔
な
文
で
構
成
す
る

・
で
す
ま
す
調
で

・
最
初
に
【
】
内
に
内
容
を
端
的
に
表
す
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
タ
イ
ト
ル
を
入
れ
る

#内
容

・
内
容
：
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
校
内
研
修
を
開
催
し
た

・
日
時
：
7月
24
日

・
形
式
：
オ
ン
ラ
イ
ン

・
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
：
最
先
端
の
PB
Lを
サ
ポ
ー
ト
す
る
民
間
企
業
の
講
師
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
入
れ
な
が
ら
支
援

・
学
校
と
し
て
の
学
び
：
多
く
の
教
職
員
か
ら
、
今
後
の
PB
Lの
実
践
に
向
け
て
の
気
付
き
や
活
用
で
き
る
ツ
ー
ル
が
あ
っ
た

と
の
感
謝
が
あ
っ
た場
面
②
（
学
校
Fa
ce
bo
ok
の
文
面
）
︓
プ
ロ
ン
プ
ト

※
下
線
箇
所
は
、
記
載
を
変
え
る
こ
と
で
他
の
内
容
で
も
利
用
可
能

1
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場
面
②
（
学
校
Fa
ce
bo
ok
の
文
面
）
︓
生
成
結
果

2
0



あ
な
た
は
学
校
の
管
理
職
で
す
。
以
下
の
条
件
に
従
い
、
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
保
護
者
向
け
に
周
知
す
る
メ
ー
ル
の
文
面
を

作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

#条
件

・
な
る
べ
く
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

・
80
0字
以
内

・
「
保
護
者
の
皆
様
へ
」
か
ら
始
め
る

・
簡
潔
な
文
で
構
成
す
る

・
「
●
●
小
学
校
」
で
終
わ
る

・
で
す
ま
す
調
で

#内
容

・
情
報
元
：
蕨
警
察
署

・
内
容
：
不
審
者
の
発
見
情
報

・
日
時
：
7月
24
日
15
時
頃

・
事
案
内
容
：
下
校
中
の
児
童
が
男
に
「
君
だ
れ
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
た

・
相
手
の
特
徴
：
50
歳
位
、
白
髪
、
17
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
中
肉

・
保
護
者
へ
の
依
頼
内
容
：
学
級
で
も
登
下
校
の
指
導
を
す
る
が
、
少
し
で
も
こ
わ
い
と
思
っ
た
ら
、
大
き
な
声
で
助
け
を
求

め
た
り
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
た
り
、
11
0番
の
家
に
助
け
を
求
め
る
な
ど
し
て
、
す
ぐ
に
逃
げ
る
よ
う
指
導
す
る

場
面
③
（
不
審
者
情
報
の
保
護
者
周
知
）
︓
プ
ロ
ン
プ
ト

※
下
線
箇
所
は
、
記
載
を
変
え
る
こ
と
で
他
の
内
容
で
も
利
用
可
能

2
1



場
面
③
（
不
審
者
情
報
の
保
護
者
周
知
）
︓
生
成
結
果

2
2



あ
な
た
は
学
校
の
管
理
職
で
す
。
以
下
の
条
件
に
従
い
、
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
保
護
者
向
け
に
周
知
す
る
メ
ー
ル
の
文
面
を

作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

#条
件

・
な
る
べ
く
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

・
40
0字
以
内

・
「
保
護
者
の
皆
様
へ
」
か
ら
始
め
る

・
簡
潔
な
文
で
構
成
す
る

・
「
●
●
小
学
校
」
で
終
わ
る

・
で
す
ま
す
調
で

#内
容

・
案
件
：
自
然
災
害
（
台
風
）

・
警
報
の
有
無
及
び
発
令
日
時
：
暴
風
警
報
、
7月
24
日
15
時
頃
発
令

・
登
下
校
時
間
の
変
更
：
下
校
時
間
を
早
め
て
13
時
に
変
更

・
保
護
者
へ
の
依
頼
内
容
：
家
庭
で
も
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る

・
給
食
の
提
供
有
無
：
通
常
通
り
提
供

場
面
④
（
災
害
情
報
の
保
護
者
周
知
）
︓
プ
ロ
ン
プ
ト

※
下
線
箇
所
は
、
記
載
を
変
え
る
こ
と
で
他
の
内
容
で
も
利
用
可
能

2
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場
面
④
（
災
害
情
報
の
保
護
者
周
知
）
︓
生
成
結
果

2
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あ
な
た
は
学
校
の
管
理
職
で
す
。
以
下
の
条
件
に
従
い
、
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
保
護
者
向
け
に
希
望
者
の
募
集
を
求
め
る
メ

ー
ル
の
文
面
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

#条
件

・
な
る
べ
く
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

・
60
0字
以
内

・
「
保
護
者
の
皆
様
へ
」
か
ら
始
め
る

#内
容

・
7月
28
日
２
校
時
の
「
ま
ち
た
ん
け
ん
」
の
引
率

・
対
象
：
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
保
護
者
又
は
祖
父
母
な
ど

・
定
員
：
20
名

・
登
録
：
必
要
、
7月
20
日
ま
で
、
●
●
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
ま
で

・
問
い
合
わ
せ
先
：
教
頭

・
そ
の
他
：
集
合
場
所
は
別
途
連
絡

場
面
⑤
（
保
護
者
へ
の
協
力
依
頼
）
︓
プ
ロ
ン
プ
ト

※
下
線
箇
所
は
、
記
載
を
変
え
る
こ
と
で
他
の
内
容
で
も
利
用
可
能

2
5



場
面
⑤
（
保
護
者
へ
の
協
力
依
頼
）
︓
生
成
結
果

2
6



あ
な
た
は
学
校
の
管
理
職
で
す
。
以
下
の
条
件
に
従
い
、
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
研
修
会
の
講
師
向
け
の
謝
辞
の
文
面
を
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。

#条
件

・
な
る
べ
く
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

・
「
●
●
（
講
師
名
）
様
」
で
始
め
る

・
30
0字
以
内

#内
容

・
本
日
の
教
職
員
研
修
「
非
同
期
の
学
び
」
の
講
師

・
（
講
師
名
）
：
山
田
一
郎
様

・
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
：
産
業
界
の
第
一
線
で
の
経
験
を
基
に
最
先
端
の
知
見
と
実
践
を
提
供

・
学
校
と
し
て
の
決
意
：
今
回
の
学
び
を
今
後
の
授
業
実
践
に
生
か
す

場
面
⑥
（
校
内
研
修
の
講
師
へ
の
謝
辞
）
︓
プ
ロ
ン
プ
ト

※
下
線
箇
所
は
、
記
載
を
変
え
る
こ
と
で
他
の
内
容
で
も
利
用
可
能

2
7



場
面
⑥
（
校
内
研
修
の
講
師
へ
の
謝
辞
）
︓
生
成
結
果

2
8



参
考
資
料
③

（
生
成
AI
を
利
用
した
授
業
等
デ
ザ
イン
の
例
）

※
あ
くま
で
も
例
で
あ
り、
他
の
利
用
例
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

※
ブ
レ
イン
ス
トー
ミン
グ
の
趣
旨
で
掲
載
して
い
る
も
の
で
あ
り、
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
更
に
精
査
を
要
す
る
。 2
9



生
成
AI
を
利
用
した
授
業
等
デ
ザ
イ
ン
の
例
に
つ
い
て
①

教
科
等

具
体
例

全
体

・授
業
の
前
に
質
問
を
受
け
付
け
て
、生
成
AI
か
らの
回
答
を授
業
に
生
か
す

・生
成
AI
を
活
用
した
フィ
ー
ドバ
ック
付
き
の
問
題
を
配
信
、実
施
。例
︓
児
童
生
徒
に
英
語
の
音
声
を
聞
か
せ
て
、生
成
AI
に
入
力
して
も
らい
、生
成
AI
に
フィ
ー
ドバ
ック
をし
て
も
らう
。

・指
導
書
等
に
は
掲
載
され
て
い
な
い
内
容
に
つ
い
て
問
う。
特
に
、児
童
生
徒
に
手
を
動
か
して
実
験
させ
る
よう
な
体
験
的
な
教
材
は
少
な
い
た
め
、授
業
ア
イデ
ア
の
創
出
が
期
待
で
き
る
。

国
語

・説
明
文
の
要
約
や
感
想
文
を
生
成
し、
そ
の
内
容
や
妥
当
性
を
グ
ル
ー
プ
で
検
討
・推
敲
して
よ
りよ
い
も
の
を
つ
くる
。4
00
文
字
で
生
成
した
も
の
を
さら
に
削
って
20
0文
字
に
ま
とめ
る
、物
語
の
魅
力
を
伝
え
る

キ
ャッ
チ
フレ
ー
ズ
を
10
個
生
成
して
、自
分
が
選
ん
だ
も
の
とそ
の
理
由
を
伝
え
合
う

・【
詩
を
作
る
】「
〇
〇
の
様
子
を
表
す
言
葉
を教
え
て
」→
で
て
き
た
表
現
を
使
った
詩
を
作
成
す
る
。→
「〇
〇
法
を
使
った
詩
を
作
って
」→
さら
に
詩
を
推
敲
す
る

・「
悲
しい
気
持
ち
を表
す
行
動
描
写
を教
え
て
」→
「悲
しい
気
持
ち
を
表
す
情
景
描
写
を
教
え
て
」→

気
付
い
た
こと
や
考
え
た
こと
を
ま
とめ
、心
情
を表
す
表
現
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

・児
童
生
徒
に
テ
ー
マ
を
与
え
て
短
い
作
文
を
書
か
せ
て
提
出
させ
る
（
①
）
→
Ch
at
GP
Tに
も
同
じテ
ー
マ
で
作
文
を
書
か
せ
る
（
②
）
→
①
②
を
並
べ
て
提
示
して
、ど
れ
が
Ch
at
GP
Tが
書
い
た
作
文
か
考
え

させ
る
。→
同
様
に
、C
ha
tG
PT
に
も
①
の
代
表
と②
の
文
章
を比
較
させ
分
析
させ
る
。

算
数
・数

学
・全
体
の
２
点
目
に
関
連
して
、例
え
ば
以
下
。

Q
 私
は
数
学
の
教
師
で
す
。生
徒
に
球
の
表
面
積
を体
感
させ
た
い
。良
い
実
験
方
法
を複
数
提
案
して
くだ
さい
。

A 
生
徒
に
球
の
表
面
積
を
体
感
させ
る
た
め
に
、以
下
の
よ
うな
実
験
方
法
を
提
案
しま
す
。

紙
や
布
で
球
を
作
る

生
徒
た
ち
に
、紙
や
布
を使
って
球
を
作
って
も
らい
ます
。作
った
球
の
表
面
積
を計
算
す
る
こと
で
、球
の
表
面
積
を
求
め
る
公
式
や
球
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こと
が
で
き
ます
。ま
た
、球
を
作
る
過
程
で
、

球
の
対
称
性
や
円
形
の
性
質
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こと
が
で
きま
す
。

鉄
球
を
使
う

小
さな
鉄
球
を
使
って
、球
の
表
面
積
を
体
感
す
る
実
験
で
す
。生
徒
た
ち
に
、鉄
球
を
持
って
触
れ
た
り、
手
で
転
が
した
りす
る
こと
で
、球
の
表
面
積
を
理
解
す
る
こと
が
で
き
ま
す
。ま
た
、鉄
球
を
網
の
中
に
入
れ

る
こと
で
、球
の
表
面
積
と体
積
の
関
係
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こと
が
で
き
ます
。

3D
プ
リン
ター
を
使
う

3D
プ
リン
ター
を
使
って
、球
を作
りま
す
。生
徒
た
ち
が
デ
ザ
イン
した
球
を
3D
プ
リン
ター
で
出
力
し、
表
面
積
を
計
算
す
る
こと
で
、球
の
表
面
積
を理
解
す
る
こと
が
で
き
ます
。ま
た
、3
D
プ
リン
ター
を
使
うこ
とで
、

球
の
内
部
構
造
や
表
面
の
模
様
、色
な
ど、
球
の
様
々
な
特
徴
を
探
求
す
る
こと
が
で
き
ま
す
。

これ
らの
実
験
方
法
を
通
して
、生
徒
た
ち
は
球
の
表
面
積
を
直
感
的
に
理
解
し、
数
学
に
興
味
を
持
つ
こと
が
で
き
る
で
しょ
う。

○
生
成
AI
の
答
え
を
鵜
呑
み
に
す
る
、す
な
わ
ち
AI
に
代
替
さ
れ
る
よ
うな
学
び
を
す
る
の
で
は
な
く、
AI
の
答
え
を
ス
ター
トラ
イン
とし
て
よ
り良
い
解
決
策
を考
え
る
、す
な
わ
ち
AI
を
利
用
で
き
る
資
質
・能
力
を
育
成
す
る
こと

を
目
指
す
べ
き
。

○
生
成
AI
を
授
業
で
利
用
す
る
こと
は
目
的
で
は
な
く手
段
で
あ
る
。こ
の
た
め
、「
生
成
AI
を
使
うこ
とに
よ
って
、他
の
手
段
と比
較
して
、児
童
生
徒
に
身
に
付
け
て
欲
しい
資
質
・能
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
か
」に
つ
い
て
、

教
師
自
身
が
内
省
を
繰
り返
す
こと
が
必
要
。

3
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生
成
AI
を
利
用
した
授
業
等
デ
ザ
イ
ン
の
例
に
つ
い
て
②

教
科
等

具
体
例

社
会

・小
６
︓
【明
治
の
国
づ
くり
を進
め
た
人
々
】→
明
治
維
新
で
は
、誰
が
どの
よ
うな
世
の
中
を
つ
くろ
うと
した
か
教
え
て
︕
」→
「現
代
に
も
大
きく
影
響
を
与
え
た
人
は
︖
」→
「ど
の
よ
うな
こと
を
した
の
︖
」

→
「ど
ん
な
影
響
が
あ
った
の
か
メリ
ット
・デ
メリ
ット
教
え
て
︕
」→
自
分
の
考
え
を
まと
め
る
。

・小
５
︓
【自
然
災
害
とわ
た
した
ち
の
くら
し」
→
「地
震
に
対
す
る
対
策
を
教
え
て
】」
→
「国
や
市
が
や
って
くれ
る
も
の
を
教
え
て
︕
（
焦
点
化
）
」→
「世
界
で
地
震
が
多
い
国
を教
え
て
」→
「海
外
の
地

震
対
策
を
教
え
て
」→
日
本
と海
外
の
対
策
を
比
較
し、
気
付
い
た
こと
をま
とめ
る
。

・概
念
や
周
辺
知
識
を
確
認
す
る
た
め
の
クイ
ズ
や
問
い
を
立
て
る
遊
び
。例
え
ば
以
下
。

「徳
川
慶
喜
」と
回
答
す
る
た
め
の
質
問
を
考
え
て
み
よ
う︕
と児
童
生
徒
に
どん
な
質
問
を
した
か
、確
認
し、
キ
ー
ワ
ー
ドを
抽
出
、共
有
す
る
。（
適
切
な
語
句
、語
彙
が
必
要
で
あ
る
こと
、情
報
が
正
し

い
か
どう
か
を
確
認
す
る
こと
の
大
切
さを
認
識
させ
る
。）

・歴
史
人
物
が
行
った
施
策
に
対
す
る
、市
民
の
考
え
を
生
成
AI
に
表
現
させ
、そ
の
表
現
に
対
す
る
考
察
を
根
拠
を
示
しな
が
らす
る
。

（
例
）
豊
臣
秀
吉
の
太
閤
検
地
・刀
狩
り時
の
民
の
心
情

※
時
代
背
景
、歴
史
的
価
値
の
認
識
を
深
め
る

理
科

・仮
説
を
検
証
す
る
た
め
の
実
験
方
法
を
質
問
「植
物
が
二
酸
化
炭
素
を
放
出
して
い
る
か
どう
か
を検
証
す
る
方
法
を
５
つ
出
して
」そ
の
中
か
らグ
ル
ー
プ
で
1つ
選
び
、手
順
を考
え
、実
験
す
る

・実
験
結
果
を
整
理
し入
力
、考
察
を求
め
る
。そ
の
回
答
を
実
験
前
の
予
想
や
仮
説
と比
較
す
る
。予
想
・仮
説
通
りで
あ
れ
ば
、結
論

とし
て
ま
とめ
、予
想
・仮
説
との
乖
離
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、そ
の
原
因
に
つ
い
て
追
究
す
る
。（
都
度
生
成
AI
と対
話
）

・実
験
観
察
の
手
法
を
生
成
AI
に
考
え
させ
る
。→
生
成
AI
が
提
案
す
る
実
験
・観
察
の
手
法
に
対
す
る
考
察
を
す
る
。

（
例
）
発
芽
に
は
、肥
料
が
必
要
か
︖

※
生
成
AI
が
提
案
す
る
内
容
の
検
証
を通
して
、論
理
的
思
考
を
高
め
る
。

外
国
語

・小
５
︓
【W
el
co
m
e 
to
 J
ap
an
」→
「外
国
人
か
ら見
て
、日
本
の
魅
力
って
何
か
教
え
て
︕
」→
ざ
っく
り観
光
や
買
い
物
、伝
統
文
化
や
ポ
ップ
カル
チ
ャー
な
ど多
種
多
様
な
も
の
が
で
て
くる
→
「外

国
で
人
気
の
伝
統
文
化
（
ざ
っく
りで
て
きた
の
も
か
ら選
ぶ
）
を教
え
て
︕
」→
「ど
うし
て
人
気
な
の
か
教
え
て
」→
紹
介
す
る
文
章
づ
くり
に
活
用
す
る
。
＋
実
際
に
AL
Tに
伝
え
る
活
動
の
際
、「
英
語

で
伝
え
る
とき
に
気
をつ
け
る
こと
を
教
え
て
︕
」と
表
現
の
工
夫
な
ど担
任
教
師
が
指
導
しに
くい
部
分
も
調
べ
て
み
る
。

・振
り返
りを
Ch
at
GP
Tに
入
力
※
他
教
科
で
も
適
用
可
能

ま
ず
、よ
か
った
点
を
入
力
←
肯
定
的
な
フィ
ー
ドバ
ック
をも
らう
。次
に
、課
題
点
を
伝
え
、解
決
策
を
も
らう
。最
後
に
、次
時
へ
頑
張
りた
い
こと
を
入
力
す
る
。テ
キ
ス
トは
振
り返
り履
歴
とし
て
残
る
が
、

教
師
も
確
認
で
き
る
よ
うに
工
夫
が
必
要
。

○
生
成
AI
の
答
え
を
鵜
呑
み
に
す
る
、す
な
わ
ち
AI
に
代
替
さ
れ
る
よ
うな
学
び
を
す
る
の
で
は
な
く、
AI
の
答
え
を
ス
ター
トラ
イン
とし
て
よ
り良
い
解
決
策
を考
え
る
、す
な
わ
ち
AI
を
利
用
で
き
る
資
質
・能
力
を
育
成
す
る
こと

を
目
指
す
べ
き
。

○
生
成
AI
を
授
業
で
利
用
す
る
こと
は
目
的
で
は
な
く手
段
で
あ
る
。こ
の
た
め
、「
生
成
AI
を
使
うこ
とに
よ
って
、他
の
手
段
と比
較
して
、児
童
生
徒
に
身
に
付
け
て
欲
しい
資
質
・能
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
か
」に
つ
い
て
、

教
師
自
身
が
内
省
を
繰
り返
す
こと
が
必
要
。

3
1



教
科
等

具
体
例

外
国
語

・生
徒
が
作
成
した
ま
とま
りの
あ
る
文
章
を
Ch
at
GP
Tを
用
い
て
添
削
す
る
。添
削
した
文
章
を
目
的
や
場
面
、状
況
に
応
じて
、語
彙
や
表
現
、時
制
等
が
伝
え
た
い
内
容
に
即
して
い
る
か
推
敲
す
る
。必
要

に
応
じて
教
師
が
助
言
す
る
。こ
の
よ
うな
や
り取
りを
事
前
に
全
体
指
導
し、
目
的
、場
面
、状
況
に
沿
った
まと
ま
りの
あ
る
文
章
の
意
味
を
共
通
認
識
して
お
く

・復
習
的
活
用
単
元
で
学
習
す
る
知
識
・技
能
に
つ
い
て
問
題
を作
って
︕
と入
力
し、
難
易
度
を自
己
調
整
しな
が
ら学
習
す
る
。

保
健
体
育

・側
方
倒
立
回
転
の
技
の
ポ
イン
トを
質
問
し、
言
語
化
。⇒
実
際
に
や
って
み
て
、自
分
た
ち
で
オ
リジ
ナ
ル
の
技
の
ポ
イン
トを
ま
とめ
る
。

・
「台
上
前
転
が
で
き
な
い
人
へ
どん
な
ア
ドバ
イス
が
で
き
る
か
教
え
て
」と
質
問
、試
技
者
の
実
際
の
動
き
に
対
し、
回
答
され
た
も
の
か
ら適
して
い
る
と思
わ
れ
る
ア
ドバ
イス
を
す
る
。

・「
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
こと
」と
入
力
。回
答
され
た
い
くつ
か
の
項
目
に
つ
い
て
、自
らの
生
活
状
況
（
環
境
）
を
振

り返
り課
題
を
見
付
け
、改
善
方
法
を
再
度
質
問
（
入
力
）
→
回
答
に
つ
い
て
そ
の
後
の
生
活
に
活
か
せ
そ
うか
検
討
等
す
る

※
「心
の
健
康
」「
け
が
の
防
止
」「
病
気
の
予
防
」等
で
も

技
術
・家
庭

・プ
ログ
ラミ
ン
グ
を
して
い
く際
、C
ha
tG
PT
を
活
用
しな
が
ら構
文
を
入
力
して
い
く。
教
師
の
役
割
とし
て
は
、誰
が
見
て
も
わ
か
りや
す
い
か
、文
が
複
雑
に
な
って
い
な
い
か
、処
理
の
回
数
が
多
くて
メモ
リや

CP
Uに
負
荷
が
か
か
って
い
な
い
か
等
の
視
点
を
与
え
な
が
ら学
び
を
深
め
て
い
く

・サ
ラダ
を
つ
くろ
う︕
「サ
ラダ
の
レ
シ
ピを
教
え
て
︕
」→
「こ
の
中
で
安
くつ
くれ
る
の
は
どれ
︖
」

プ
ログ
ラミ
ン

グ
・P
BL

・こ
ん
な
動
き
を
させ
た
い
ん
だ
け
ど、
どん
な
プ
ログ
ラム
を
書
け
ば
い
い
か
な
︖
→
実
際
に
入
力
→
これ
を
繰
り返
して
自
分
が
表
現
した
い
精
度
を高
め
る
。

・課
題
解
決
の
手
段
を
問
う。
「〇
〇
な
ゲ
ー
ム
を
作
って
●
●
が
喜
ぶ
よう
に
した
い
。プ
ロン
プ
トを
教
え
て
」→
そ
の
通
り、
ま
た
は
手
を加
え
て
ゲ
ー
ム
（
ア
プ
リ）
を作
成
。実
行
して
他
者
か
らフ
ィー
ドバ
ック
を

得
る
→
再
度
Ch
at
GP
Tに
確
認
して
ブラ
ッシ
ュア
ップ
す
る
。

・グ
ル
ー
プ
毎
に
考
え
た
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
教
師
が
生
成
AI
に
解
決
策
を
聞
い
た
上
で
、そ
の
解
決
策
を
基
に
、「
この
解
決
策
は
あ
くま
で
も
一
般
的
な
も
の
で
、み
ん
な
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
当
て
は
ま
る
か

は
分
か
りま
せ
ん
。自
分
達
で
地
域
の
情
報
や
課
題
を
調
べ
た
上
で
、こ
の
AI
が
考
え
た
解
決
策
よ
りも
っと
良
い
も
の
に
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ
して
み
て
くだ
さい
」と
グ
ル
ー
プ
で
作
業
させ
る
。

図
工
・美
術

・表
す
方
法
や
描
き
方
が
難
しい
とき
に
活
用
す
る
。

①
「花
の
絵
を
鑑
賞
の
とき
の
絵
の
す
ば
らし
さを
表
す
言
葉
を
教
え
て
」

②
「動
物
の
絵
を
描
くと
き
に
意
識
した
方
が
い
い
ポ
イン
トを
示
して
」

③
（
昔
話
の
絵
を
描
くの
が
題
材
）
→
恐
竜
の
昔
話
を
描
きた
い
。「
有
名
な
恐
竜
が
登
場
す
る
昔
話
を教
え
て
」

生
成
AI
を
利
用
した
授
業
等
デ
ザ
イ
ン
の
例
に
つ
い
て
③

○
生
成
AI
の
答
え
を
鵜
呑
み
に
す
る
、す
な
わ
ち
AI
に
代
替
さ
れ
る
よ
うな
学
び
を
す
る
の
で
は
な
く、
AI
の
答
え
を
ス
ター
トラ
イン
とし
て
よ
り良
い
解
決
策
を考
え
る
、す
な
わ
ち
AI
を
利
用
で
き
る
資
質
・能
力
を
育
成
す
る
こと

を
目
指
す
べ
き
。

○
生
成
AI
を
授
業
で
利
用
す
る
こと
は
目
的
で
は
な
く手
段
で
あ
る
。こ
の
た
め
、「
生
成
AI
を
使
うこ
とに
よ
って
、他
の
手
段
と比
較
して
、児
童
生
徒
に
身
に
付
け
て
欲
しい
資
質
・能
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
か
」に
つ
い
て
、

教
師
自
身
が
内
省
を
繰
り返
す
こと
が
必
要
。

3
2



教
科
等

具
体
例

特
別
支
援
教

育
（
自
立
活
動
）
自
分
の
気
持
ち
の
伝
え
方
な
ど、
どの
よ
うに
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
取
った
らよ
い
か
、「
友
達
と仲
良
くす
る
た
め
の
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
取
り方
を教
え
て
」「
自
分
の
気
持
ち
が
落
ち
着
か
な
い
時

の
方
法
を
教
え
て
」「
友
達
へ
の
謝
り方
」な
どと
い
くつ
か
の
回
答
を
得
て
、実
践
す
る
。

実
践
して
、そ
の
後
に
上
手
くい
った
り、
上
手
くい
か
な
か
った
りす
る
とき
は
、さ
らに
しぼ
った
問
を
進
め
る
。

（
各
教
科
)）
国
語
の
作
文
の
補
助
や
理
科
の
実
験
や
観
察
の
さい
の
子
ども
汰
か
らの
素
朴
な
「な
ん
で
︖
」を
打
ち
込
み
、回
答
を
得
る
。さ
らに
気
に
な
った
場
合
は
、詳
しく
聞
い
て
い
く。

道
徳

・導
入
時
に
は
児
童
生
徒
に
道
徳
的
価
値
の
意
味
（
用
語
）
に
つ
い
て
問
うた
後
で
生
成
AI
に
も
聞
い
て
確
認
す
る
。議
論
が
進
ん
だ
とこ
ろ
で
は
、第
三
者
的
な
意
見
とし
て
生
成
AI
に
も
意
見
を
聞
く。
そ
れ

を
基
に
さら
に
議
論
を
進
め
る
。

※
生
成
AI
は
未
知
を
問
うよ
り、
既
知
に
つ
い
て
問
い
ファ
クト
チ
ェッ
ク的
に
活
用
す
る
方
が
よい
。

特
別
活
動

・ク
ラス
で
こん
な
こと
に
困
って
い
る
ん
だ
が
、議
題
とし
て
い
い
案
は
な
い
か
な
︖
→
その
解
決
策
で
は
どん
な
こと
が
あ
りそ
うか
な
︖
→
子
供
た
ち
か
ら出
た
ア
イデ
ィア
とA
Iが
導
き出
した
アイ
デ
ィア
に
つ
い
て
検

討
し、
クラ
ス
の
実
態
に
合
わ
せ
た
解
決
策
を
話
し合
って
決
め
る
。

学
級
経
営

・学
級
内
の
課
題
を
打
ち
込
ん
だ
り、
現
状
よ
りも
より
よ
い
学
級
を
目
指
して
い
くた
め
に
、ど
の
よ
うな
方
策
が
必
要
か
を
聞
い
て
い
く。

（
学
級
の
課
題
）

「給
食
の
準
備
に
時
間
が
か
か
る
」→
「給
食
の
準
備
を
素
早
く行
う方
法
を
教
え
て
」

（
よ
りよ
い
学
級
づ
くり
の
た
め
に
）

「仲
良
くな
れ
る
学
級
の
うた
の
歌
詞
を
教
え
て
」

（
行
事
に
向
け
て
）

「大
縄
跳
び
を
連
続
で
跳
ぶ
た
め
の
工
夫
を
教
え
て
」

※
AI
か
ら方
法
を
い
くつ
か
も
らう
が
、そ
れ
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く、
教
師
（
必
要
で
あ
れ
ば
子
ども
と）
が
それ
を
取
捨
選
択
した
り、
議
論
した
りし
て
い
くこ
とが
重
要
。

進
路
指
導

・「
埼
玉
県
の
高
校
入
試
の
面
接
練
習
を
して
」→
回
答
しな
が
ら、
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り、
回
答
を
推
敲
す
る

校
外
学
習

・「
校
外
学
習
中
に
滞
在
先
で
避
難
訓
練
を
実
施
しよ
うと
考
え
て
い
る
ん
だ
け
ど、
マ
ニ
ュア
ル
や
計
画
が
あ
った
ら教
え
て
︕
」→
「そ
の
中
で
地
震
に
特
化
した
も
の
を
教
え
て
」→
勤
務
校
の
実
態
と併
せ
て
校

外
学
習
中
の
手
引
き
、計
画
に
役
立
て
る
。

生
成
AI
を
利
用
した
授
業
等
デ
ザ
イ
ン
の
例
に
つ
い
て
④

○
生
成
AI
の
答
え
を
鵜
呑
み
に
す
る
、す
な
わ
ち
AI
に
代
替
さ
れ
る
よ
うな
学
び
を
す
る
の
で
は
な
く、
AI
の
答
え
を
ス
ター
トラ
イン
とし
て
よ
り良
い
解
決
策
を考
え
る
、す
な
わ
ち
AI
を
利
用
で
き
る
資
質
・能
力
を
育
成
す
る
こと

を
目
指
す
べ
き
。

○
生
成
AI
を
授
業
で
利
用
す
る
こと
は
目
的
で
は
な
く手
段
で
あ
る
。こ
の
た
め
、「
生
成
AI
を
使
うこ
とに
よ
って
、他
の
手
段
と比
較
して
、児
童
生
徒
に
身
に
付
け
て
欲
しい
資
質
・能
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
か
」に
つ
い
て
、

教
師
自
身
が
内
省
を
繰
り返
す
こと
が
必
要
。
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ChatGPT や Bing Chat、Bard 等の生成 AI は、大規模言語モデルに基づき、問われた内容

に対して膨大なデータから推測して統計的にそれらしい回答を生成し、あたかも人間と会話

しているかのような応答をすることが出来る。 

 

生成 AI は、指示文（prompt）の工夫で、より確度の高い結果が得られ、後述するように、

教育分野では校務から学習に至るまで様々な場面で利用することで、教育の質の向上につな

げられる可能性を有している。 

他方、回答の「正しさ」を追及しているものではないため、もっともらしいウソ

（hallucination）や事実と異なる回答が出力されることもある。そうした正確性のリスク

に加え、情報漏洩のリスクや著作権侵害のリスクも存在しているため、これらのリスクが発

生しないような形で、生成 AI を利用することが必要である。 

また、生成 AI と人が大きく異なるのは、AI は「記号接地（Symbol grounding）1」されて

いないことであり、あくまでも最後は人間である自分が判断する必要があるため、今後は、

真偽を見極めるいわゆるファクトチェックの習慣付けも含め、子供たちに AI 時代に必要な

資質能力の向上を図ることが急務である。 

 

こうした問題意識の下で、戸田市教育委員会においては、文部科学省や戸田市首長部局と

も連携しつつ、次頁にあるように、令和５年４月頃から、教育委員会・学校現場を含めた生

成 AI に係るビジョンの共有、具体的な利用事例の検討、保護者への周知など様々な取組を

進めてきた。 

これまでは、新しいことがあると「危ないから使わせない」という管理の側面を強化して

きたこともあると思われる。もちろん、時代背景もあるが、そのようなことを続けてきた結

果、学校は時代に取り残され、ガラパゴス化したとも言えるのではないか。 

生成 AI を体験しないことには、理解の解像度は上がらない。危険な側面があるのであれ

ば、安全な環境を用意し、積極的に使って理解を深め、次のステップに進むことが重要であ

り、自問自答できる内なる教師（メタ認知）を育てることや、AI 時代における教育観をしっ

かり構築していくことが肝要であると考えている。 

 

生成 AI については、今後も技術の進展やそれを踏まえた新たな施策の検討が進んでいく

と見込まれるが、まずは、そうした状況の変化にも柔軟に対応出来るような、生成 AI の利

用にチャレンジしようとする教育委員会や学校現場等の教育関係者にとっての基本的な「羅

針盤」としての文書として、地方公共団体全般の業務における活用の在り方とは別個に、本

ガイドラインを教育分野に特化したものとして策定するものである。 

 

なお、本ガイドラインは、戸田市の所管する小・中学校における生成 AI の利用について、

一律に義務付けや禁止を行う性質のものではなく、各学校の実情に応じて、本ガイドライン

の趣旨を踏まえた実践が今後行われることを期待するものである。 

  

                                                      

1 言葉と身体感覚や経験とをつなげること。 

１ 教育分野での生成 AI をめぐる主な動き 
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【参考１：これまでの主な動向】 

 

 文部科学省 戸田市首長部局 戸田市教育委員会 

４月 学識経験者及び現場

教員に対する書面ヒ

アリングを開始 

 

第１回戸田市デジタルトランスフ

ォーメーション推進本部会議

（ChatGPT に関する調査研究チー

ムの発足2） 

教育委員会定例会及び校長会議において

生成 AI の「相談的活用」について教育長

より発言 

 

５月 中央教育審議会デジ

タル学習基盤特別委

員会で生成 AI のガイ

ドラインについて検

討を開始 

第１回 ChatGPT に関する調査研

究チーム開催（アドバイザーによ

る基調講演等） 

 

文科省書面ヒアリングへの意見を提出 

 

校務・学習において生成 AI の利用が考え

られる事例の検討を開始 

 

６月  第２回 ChatGPT に関する調査研究

チーム開催（活用結果の共有、ワ

ークショップ等） 

 

『「生成 AI の学校現場での利用に向けた

今後の対応について」（令和 5年 6月 7日

付教育長通知）』において、本市の生成 AI

利用における基本的な方針を市内各学校

に周知 

７月 『「初等中等教育段階

における生成 AI の利

用に関する暫定的な

ガイドライン」の作成

について（令和 5年 7

月 4日付通知）』発出 

 

第３回 ChatGPT に関する調査研究

チーム（ChatGPTを活用したハッカ

ソン）開催（アイデア出し・プログ

ラム作成・成果発表会等） 

 

『文部科学省作成「初等中等教育段階にお

ける生成 AI の利用に関する暫定的なガイ

ドライン」及びその留意点等の周知につい

て（令和 5年 7月 14 日付教育長通知）』に

おいて、文科省のガイドラインや夏季休業

中の課題に対する児童生徒による生成 AI

の利用について市内各学校及び保護者に

周知 

８月  第４回 ChatGPT に関する調査研究

チーム開催（「自治体における

ChatGPT 活用ガイド」骨子の説明、

ChatGPT の先進事例紹介等） 

市内各学校の主幹教諭・教務主任を対象に

「生成 AI の利用に関する研修会」を実施

（市の基本方針及び遵守事項等の確認、校

務における利用方法の協議） 

 

教育委員会定例会において、生成 AI の利

用について議論①3 

９月  第５回 ChatGPT に関する調査研究

チーム開催 

教育委員会定例会において、生成 AI の利

用について議論② 

 

総合教育会議において、生成 AI の利用に

ついて議論 

 

  

                                                      

2 当該チームには、教育政策室長が構成員として参画。 

3 右記 URL を参照。https://www.city.toda.saitama.jp/uploaded/attachment/62170.pdf 
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令和５年５月に文部科学省から事務連絡が発出されたことも踏まえ、戸田市教育委員会と

しては、６月７日に、「生成 AI の学校現場での利用に向けた今後の対応について（通知）4」

を各小・中学校長宛に発出した。 

 

同通知の中で、各学校が生成 AI について理解を深めながら実践に取り組めるように、基

本的な方針として示している主な内容は、以下のとおりである。 

 

・本市においては、従来より「AI では代替できない能力」と「AI を活用できる能力」の育

成を目指している。 

・教職員による生成 AI の利用に際しては、生成 AI を「正しく怖れ、前向きに活用する」こ

とが必要である。 

・教職員が率先して生成 AI を利用し、どのように授業や校務で活用できるのかを主体的に

考えていく必要がある。 

・児童生徒の「情報活用能力」や「デジタル・シティズンシップ」育成の観点から、生成 AI 

自体を学ぶ授業や各教科等における教師主体の利用方法の創出が必要である。 

・本市においては、教職員が現行のGoogleアカウントを用いて利用するものとしては「Bard」

を対象とする。 

・学校現場において、生成 AI の利用規約上の対象年齢を下回る形で、児童生徒に直接利用

させないこと。 

 

 また、同通知においては、生成 AI のデメリットを低減しつつ、メリットが発揮されるよ

うな利用がなされるよう、あわせて留意事項として以下の内容を示している。 

 

・授業で教師が利用する生成AIによって生成される情報は、正確性や信頼性に課題があり、

必ずしも正しいとは限らないことを児童生徒と十分確認し、メディアリテラシー（吟味的・

批判的思考）の観点を取り入れること。 

・情報漏洩の可能性があることから、氏名、成績等の個人情報や機密性のある情報などにつ

いては厳に入力しないこと。 

・有害なコンテンツが含まれている可能性や著作権侵害の可能性があることから、児童生徒

に提示する際には事前に十分な検証を図ること。 

・その他、令和 5年 4 月 6 日付け戸教政第 110 号「学校情報セキュリティの確保に向けた遵

守事項について（通知）」のもと、適切に対応すること。 

 

 

  

                                                      

4 戸教政第８４７号（令和５年６月７日教育長通知） 

２ 戸田市の教育における生成 AI の利用に係る基本的な方針 
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なお、これに先立ち、戸田市教育政策シンクタンク アドバイザリーボードにおける複数

回の議論を経て、令和４年 12 月に戸田市として「教育データの利活用に関するガイドライ

ン」5を策定しているが、そこでは、以下のような教育データの利活用に関する基本的な方針

が記載されている。この原則については、今般の生成 AI の利用にも同様に妥当するもので

ある。 

 

１．教育は技術に優先する 

〇 本市におけるデータベースをはじめとしたデータ利活用の目的は、誰一人取り残さ

れない、子供たち一人一人に応じた支援の実現 にある。また、データベースが人間の

判断を代替するということではなく、あくまでも教職員等の気付きや判断をサポート

するツールとして位置付ける必要がある。さらに、データは必ずしも万能なものではな

く、「データ化する必要のないもの」「データで測れていないもの」が存在することを常

に認識すべきである。 

こうした意味で、「手段」であるデータ利活用が、「目的」化しないようにする必要が

ある。 

 

〇 アルゴリズムや判定ロジックの設計等に当たっても、上記の考え方に基づき、本市が

主体となって具体的な仕組みを検討するとともに、定期的に評価する。 

 

２．差別的取扱いの禁止等 

〇 教育データの利活用により、例えば特別支援学級や通級による指導の対象とすべき者

を恣意的に選別したり、いじめっ子を予測するなど、児童生徒個々人のふるい分けを行

ったり、差別的な取扱いや不適正な利用につながることがないようにする。 

〇 これを含め、教育データの利活用は、本人や保護者の理解・納得の上で行われる必要

があり、望まない形で行われることによって、個人が権利利益の侵害を受けることのな

いようにする必要がある。 

 

３．内心の自由の保障等 

〇 教育データの利活用により、信条や価値観等のうち本人が外部に表出することを望ま

ない内面の部分を可視化することがないようにする。 

〇 また、外部に表出している部分であったとしても、行動の細部まで把握され、逐一監

視されるような教育環境に児童生徒が置かれるとすれば自由の制約になる可能性もあ

り、こうしたことにも留意する必要がある。 

 

４．教育の機会均等と水準の維持向上 

〇 教育データは、あくまでも学校経営や教育指導の改善といった、教育の機会均等と水

準の維持向上に資する目的で利活用することとし、学校又は児童生徒の成績等の序列化

や一面的な評価につながることのないようにする。 

〇 教育データを利活用する主体として想定されるのは、児童生徒、保護者、教職員、学

校、自治体、大学、民間事業者等であるが、何よりも学習者である児童生徒が受益者と

なるよう、各主体が連携して取り組んでいく必要がある。 

                                                      

5 右記 URL 参照。https://www.city.toda.saitama.jp/uploaded/life/134180_281263_misc.pdf 
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 その後、令和５年７月４日に文部科学省から「初等中等教育段階における生成 AI の利用

に関する暫定的なガイドライン」（以下「文科省ガイドライン」という。）及びその留意点等

の周知について通知6があったことを踏まえ、戸田市教育委員会として７月 14 日に再度各

小・中学校長宛に通知を発出した。 

 その中では、前提として、 

・ 教育活動の目的を達成する上で、生成 AI の利用が効果的か否かで利用の適否を判断す

ることが重要であること 

・ 本市としては、生成 AI の利用規約上の対象年齢を下回る児童生徒に直接的な利用をさ

せないこととしていること 

・ 夏季休業期間などでは、児童生徒が家庭で保護者のアカウントを使って生成 AI を二次

利用することや、中学生が保護者の同意を得た上で自ら利用することも想定されること 

を挙げている。 

 

 その上で、夏季休業中の課題に対する児童生徒による生成 AI の利用について、以下のよ

うな具体例を示しながら周知している7。 

 

■児童生徒による生成 AI の利用に当たっては、以下のような適切ではない利用例も考えら

れる。 

①各種コンクールの作品（読書感想文・作文・詩・俳句、写真、絵等）やレポートなど児

童生徒の感性や独創性において創作するものについて、生成 AI 等によって生成された

ものを自己の成果物として応募・提出すること。 

②知識・技能の定着を図る問題（ドリル等）や思考・判断・表現の過程に着目した課題（自

由研究等）において、生成 AI によって生成されたものを自己の成果物として提出する

こと。 

 

■以下のような適切な利用例も考えられる。 

①課題研究等の過程で、自らが作成したレポートの素案に足りない観点などを補充するた

めに生成 AI を活用する。その際、情報の真偽を確かめたり、AI とのやりとりの過程を

参考資料として添付させることや、引用・参考文献などを明示させることも一案である。 

②自らの作った文章を基に生成 AI に修正させたものを「たたき台」として、何度も自分

で推敲し、よりよい自分らしい文章として整えた過程・結果を文書作成ソフトの校閲機

能を使って提出させることも考えられる。 

                                                      

6 右記 URL 参照。https://www.mext.go.jp/content/20230704-mxt_shuukyo02-000003278_003.pdf 

7 参考資料１参照。 

３ 夏季休業中の課題に対する児童生徒による生成 AI の利用について 
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また、こうしたことに際しては、教師が、夏季休業中の課題の意義について児童生徒に事

前指導をすることが重要となる。 

具体的には、 

・ 児童生徒に課題を行う目的を十分に説明する 

・ 課題を通してどのような力が身につくか児童生徒とともに考える 

等の点について、周知を行っている。 

 

あわせて、上記の内容について留意いただくとともに、夏季休業中の宿題の意味などを改

めてお子様と話し合う機会とすることを依頼する保護者宛文書8も、各学校を通して保護者

に送付したところである。 

 

 

  

                                                      

8 参考資料２参照。 
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前述したこれまでの動向を踏まえつつ、今後、生成 AI について戸田市の教育においてど

のように利用することが考えられるかについても、本ガイドラインの中で検討を行った。 

現時点では、本市が採用している Google アカウントに紐付く「Google Bard」を、教職員

が試験的に利用することとしている。「Google Bard」は利用規約上、18 歳以上が対象のた

め、児童生徒は利用することが出来ない。したがって、教師が生成 AI の仕組みやどのよう

に学びに生かしていくかという視点の授業等で利用することが想定される。 

 

他方で、例えば「ChatGPT」については 13 歳以上であれば保護者の同意を得て利用するこ

とが可能であるなど、児童生徒が主体となって生成 AI を利用することも考えられる。 

しかしながら、正確性や信頼性の担保、個人情報保護や機密保持、有害コンテンツや著作

権侵害の可能性といった観点を踏まえれば、仮に児童生徒が授業で利用する場合は、こうし

たリスクを十分検証した上で、教師の指導の下、行うことが必要である。 

 

本市においては、生成 AI を「正しく怖れ、前向きに活用する」ことが必要であるとの基

本姿勢から、まずは、教職員自身が主として校務で生成 AI を利用する「フェーズ１」から

取り組んでいくこととする。 

この「フェーズ１」において、具体的には、 

・ まずは管理職が積極的に生成 AI を試行する 

・ 校内研修等において、教職員が実際に生成 AI を体験する機会を設ける 

・ 校務の様々な場面において、教職員が生成 AI を利用する 

・ 上記の取組により、教職員が生成 AI のメリット・デメリットについて自分事として理

解、すなわち「腹落ち」する 

・ その上で、学習のどのような場面で利用することが効果的について、検討を行う 

といったことに取り組むことが想定される。 

 

この「フェーズ１」での取組が十分浸透した時点において、校務・学習の双方で生成 AI を

利用するという「フェーズ２」に移行することが可能となる。 

この「フェーズ２」においては、具体的には、 

・ 学習における利用に当たっての留意事項を検討する 

・ 学習における教師が主体となった利用を行う 

・ 学習における（年齢制限を下回らない形での）子供が主体となった利用を行う 

・ 上記を踏まえて成果・課題を言語化し、校内で共有する 

といったことに取り組むことが想定される。 

 

ただし、いずれの段階においても、正確性や信頼性の担保、個人情報保護や機密保持、有

害コンテンツや著作権侵害の可能性といった論点に十分留意しつつ、検証を行うこととする。 

 

  

４ 戸田市の教育における生成 AI 利用の段階（案） 
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なお、本市の小・中学校においては、校内研修や学校運営協議会で生成 AI について議題

とする、生成 AI に関する検討体制を立ち上げる、年齢制限に抵触しない形で子供が主体と

なって授業で利用する、といった実践が既に開始されている。 

 

戸田市教育委員会としては、引き続き、こうした実践を含め、活用に有用となる情報の発

信や研修等の機会を通じて、学校現場の積極的な自走を支援していく。 

 

前述の利用の段階についてまとめると、以下のとおりである。 

 

 

【参考２：戸田市の教育における生成 AI 利用の段階（案）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次頁以降では、上記の「フェーズ１」「フェーズ２」それぞれの学校現場における実践を

支援する観点から、参考となる事例や視点について示す。 

 

 

 

  

【フェーズ１：主として校務での利用】 

【フェーズ２：校務・学習双方での利用】 

・管理職による積極的な試行 

・校内研修等における生成 AIの体験 

・校務の様々な場面における利用 

・上記による生成 AI のメリット・デメリットの理解（「腹落ち」） 

・学習のどのような場面で利用することが効果的かについて検討 

・学習における利用に当たっての留意事項の検討 

・学習のおける教師が主体となった利用 

・学習における（年齢制限が下回らない形での）子供が主体となった利用 

・上記を踏まえた成果・課題の言語化と校内での共有 

※いずれの段階

においても、正確

性や信頼性の担

保、個人情報保護

や機密保持、有害

コンテンツや著

作権侵害の可能

性といった論点

に十分留意しつ

つ、検証を行う。 
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令和５年８月１日に、市内小・中学校の主幹教諭・教務主任を対象として、「生成 AI の利

用に関する研修会」を開催した。 

 はじめに、生成 AI の利用における遵守事項について、学務課より生成 AI 利用の留意点に

ついて講義を行った。続いて、教育政策室より生成 AI の校務での活用について講義と演習

を行った。体的には、前述の戸田市の教育における生成 AI の利用に係る基本的な方針や、

文科省ガイドラインの内容、同ガイドラインでも示されている教職員が利用する場合のチェ

ックリスト9について紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、実際の活用場面を想定したプロンプトの入力について確認し、最後に校務での利用

場面をグループで協議し、発表を行った。協議された主な事例としては以下のとおりであり、

参加した教職員は、生成 AI の校務における様々な場面での利用が働き方改革につながるこ

とについて、体験しながら理解を深めることが出来た。 

 

主な利用事例 

 各種報告書のたたき台作成と各種報告書や通知の要約 

 新規の提案文書のたたき台作成 

 時間割作成、授業時数の調整等の計算補助 

 アンケートや学校評価等の整理、考察、改善策のたたき台作成 

 初任者研修や校内研修の進め方のたたき台作成、事例研修等での事例案のたたき台作成 

 教職員による作成文書の校正・校閲 

 朝会等の講話及び、児童による送辞・答辞、あいさつ文のたたき台作成 

 研究発表や周年行事の事務作業補助（研究紀要の挨拶文・研究概要、謝辞等） 

 保護者への通知文書の作成、学校だより等の巻頭言、ＳＮＳ等に掲載する文章のたたき台作成 

 民間業者とのメールのやり取り、メールの定型文を作成、指導者や来賓への依頼文や謝辞のたたき台作成 

                                                      

9 教育情報セキュリティポリシーの遵守や、生成 AI の性質や限界、メリット・デメリット、重大なリス

ク等についての事前の教職員への周知、個人情報やプライバシーに関する情報の保護、著作権保護の観

点や機密情報を入力しないことの教職員への徹底など。 

４－１ 生成 AI の利用に関する市教育委員会主催の研修会 
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文科省ガイドラインでは、校務での利用場面を、①児童生徒の指導にかかわる業務の支援、

②学校の運営に関わる業務の支援、③学校行事・部活動への支援、④外部対応への支援、の

４つに分類しており、前頁に記載された利用事例を、この分類に当てはめると以下のように

なる。 

 

今後、これらの事例や、その他の校務について、「フェーズ１」として教職員が主体とな

った利用が進んでいくと考えられる。市教育委員会でも校務での利用が考えられるプロンプ

ト10を作成し、学校に情報提供しているところであり、こうした伴走型支援を行っていく。 

 

ただし、その際には、生成 AI はあくまで「たたき台」としての利用であり、最後は教職

員自らがチェックし、推敲・完成させることが必要であり、こうした意識を徹底しつつ、ま

ずは「フェーズ１」の取組を着実に進めていく。 

 

利用場面 主な利用事例 

②  各種報告書のたたき台作成と各種報告書や通知の要約 

②  新規の提案文書のたたき台作成 

②  時間割作成、授業時数の調整等の計算補助 

②  アンケートや学校評価等の整理、考察、改善策のたたき台作成 

②  初任者研修や校内研修の進め方のたたき台作成、事例研修等での事例案のたたき台作成 

②  教職員による作成文書の校正・校閲 

③  朝会等の講話及び、児童による送辞・答辞、あいさつ文のたたき台作成 

③  研究発表や周年行事の事務作業補助（研究紀要の挨拶文・研究概要、謝辞等） 

④  保護者への通知文書の作成、学校だより等の巻頭言、ＳＮＳ等に掲載する文章のたたき台作成 

④ 
 民間業者とのメールのやり取り、メールの定型文を作成、指導者や来賓への依頼文や謝辞のたた

き台作成 

 

  

                                                      

10 アイデア例として、参考資料３参照。 

４－２ 生成 AI の校務での利用例 
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生成 AI の授業での利用例として、令和５年７月、市内小学校の学校訪問における研究授

業、６年生音楽科「旋律の特徴を生かして表現しよう」において、自動作曲 AI アプリ「CREEVO11」

を児童が使って音楽づくりを行い、音色や旋律、リズムや速さなど音楽を形作っている要素

を組み合わせ、試行錯誤しながらグループで曲想の面白さを共有し合った。 

  

全ての活動を AI に委ねてしまうのでは自分が作曲したという意識や達成感を感じること

が出来ないため、演奏技能を AI に補完してもらいながら、いかに自分の思いや意図を音楽

表現に反映させていくか、という学習プロセスに焦点を当て、主体的・対話的で深い学びを

実現する教師の明確な意図が感じられた。 

 

【授業中の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                      

11 歌詞を入力すると自動的に旋律や伴奏を生成できる AI 作曲アプリ。教育目的で利用可能であり、本

時では、作曲に必要な条件を人間が決める「マニュアルモード」を使用した。 

４－３ 生成 AI の授業での利用例 

教師による課題（ミッショ

ン）及び使い方の説明。 

自分たちが意図する旋律

になっているか、AI が作成

した旋律を聴きながら試

行錯誤を重ねていく。 
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「フェーズ１」での取組が十分浸透した時点において、学習での利用も射程に入れた「フ

ェーズ２」に移行することが考えられるが、生成 AI を学習で利用するに当たっては、前提

として、子供たちの資質・能力を育成する上で、生成 AI の利用が効果的か否かで利用の適

否を判断することが重要である。 

この点、教育上の効果を考えるに当たっては、学習指導要領で示されている「育成したい

３つの資質・能力」や、「主体的・対話的で深い学び」といった視点との関係で、生成 AI の

利用を考える必要がある。 

例えば以下のような視点が考えられ、今後、学校での実践も踏まえながら更に検討を深め

ていく12。 

 

【育成したい３つの資質・能力との関係】 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力・人間性等 

＜視点の例＞ 

・未知よりも既習事項について問い、ファクトチェック的に知識及び技能の定着を図る観

点から生成 AI を利用することは考えられるか。 

・ゼロから生成 AI に頼る、すなわち思考力・判断力・表現力を低下させるような活用よ

りも、子供達自身が思考・判断・表現したものについて生成 AI からフィードバックを

もらうことで、試行錯誤や改善を繰り返せるような活用は考えられるか。 

 

※生成 AI による回答を「鵜呑み」にするのではなく、批判的・吟味的に解釈できるよう

な資質・能力の育成が求められる。 

 

 

 

 

 

【主体的・対話的で深い学びとの関係】 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

＜視点の例＞ 

・例えば、学ぶことの興味や関心を高める導入の場面や、自己の学習活動を振り返る段階

での生成 AI の活用は考えられるか。 

・生成 AI との「対話」を繰り返しながら、多角的な視点で自己の考えを広げ深めること

は考えられるか。 

・各教科等の特質に応じた「見方・考え方」が働くような生成 AI の活用は考えられるか。

特に、本市が重視する PBL（Project-Based Learning）等の問題解決的学習における相

談的活用は考えられるか。 

 

  

                                                      

12 アイデア例として、参考資料４参照。 

５ 生成 AI の学習での利用に当たっての留意事項（たたき台） 

これらを育成するために… 

47



- 15 - 

 

 

 

 

戸田市教育委員会においては、「子供達が出ていく社会を知ろうとしないのは極めて不誠

実」「学校という学びの場を子供たちが未来を感じられる空間にしてほしい」とのコンセプ

トの下、これまでも産官学と連携した教育改革を進めてきた。 

 

生成 AI をこの文脈の中で捉えるとき、現在のとだっ子たちが社会に出ていく時代には、

生成 AI は現在よりも急速な進化を続け、私達の生活のあらゆるレベルで大きな影響を与え

る存在になっていると考えられる。 

また、これまで、人間は創造的な活動ができるが AI にはできないと考えられていた。そ

れが、生成 AI の登場によって、「本当の意味での創造性とは何か」を人間が突き付けられる

段階に来ているのではないかと考えている。 

 

そうした状況の中で、情報活用能力を含め、これからの時代に必要な資質・能力や、その

ための教育の在り方をどう捉え直し、見直していくべきかが、教育関係者に突きつけられて

いるとも言えるのではないか。 

ただ同時に、これまでの学校教育が生成 AI の登場によってその意義を失うということで

はなく、正確に教科書を読み解き理解する力や、他者との対話の中で自らの思考を広げ深め

る力、自ら学びを調整しながら目標に向かってやりぬく力といった、本市が育成を目指して

いる力は、より一層重要になってくるとも言える。こうした力の育成に向けて、必要以上に

浮き足立つことなく、「脚下照顧」の精神で取り組んでいくことも、また重要なのではない

か。 

 

戸田市教育委員会としては、改めて、アインシュタインの「重要なことは問うのをやめな

いことだ」といった言葉の重みを噛みしめ、今後、本ガイドラインの内容を踏まえつつ、校

務や学習における利用についても、学校現場の「腹落ち」を図りつつ行っていくとともに、

機会を捉えてそうした動向を情報発信していきたい。 

 

６ おわりに 
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報告事項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

令和５年第９回教育委員会 (定例会 ) 

令 和 ５ 年 ９ 月 ２ １ 日 （ 木 ） 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 報告事項 
ページ 

 
① 令和５年９月戸田市議会定例会 教育関連一般質問及び常任委員会について･･････････････１ 
（教育総務課） 

 
② 令和５年度第１回戸田市海外留学奨学生について【秘密会】････････････････････････････６ 
（教育総務課） 
 
③ 教師を取り巻く環境整備について緊急的に取り組むべき施策（提言）････････････････････７ 
（学務課） 
 
④ 令和５年度夏季教員研修について･･････････････････････････････････････････････････１０ 
（教育政策室） 
 
⑤ 令和５年度全国学力・学習状況調査及び埼玉県学力・学習状況調査の結果概要について･･･１９ 
（教育政策室） 
 
⑥ 市民大学講座「とだ学」の実施について･････････････････････････････････････････････２３ 
（生涯学習課） 
 
⑦ 市民大学講座・家庭教育学級「子育て講演会」の実施について･････････････････････････２４ 

（生涯学習課） 
 
⑧ 「子ども大学とだ」の実施報告について･････････････････････････････････････････････２６ 
（生涯学習課） 
 
⑨ 第２９回企画展の開催について････････････････････････････････････････････････････３４ 
（生涯学習課） 
 
⑩ その他 
 



2023/9/21 第9回教育委員会資料 1

令和５年9月戸田市議会定例会報告

教育委員会に係わる一般質問及び常任委員会について

一般質問

【議員名】三浦 芳一 議員
【質問要旨】
○物価高対策について
さらなる物価高対策として、市民のニーズを踏まえた新たな政策の考えについて。
①給食費無償化の継続。
(略)

【議員名】宮内 そうこ 議員
【質問要旨】
○市内小学校のＩＣＴ教育について
(1)タブレット端末の持ち帰りと充電環境について。
①各学校の持ち帰り状況について。
②各学校の充電環境について。

(2)ＩＣＴを活用した授業内容について。
①本市の進めるＳＡＭＲモデルと学力向上について。
②電子黒板機能付きプロジェクタ導入により、どのように学習意欲・理解力や授業効率が向上し、対話が生まれやす
い環境に繋がっていくと考えるか、市の見解は。

③本市ではＡＩが苦手とする読解力を向上させる授業(リーディングスキルなど)に力を入れており、市長の公約にも
掲げられているが、ＩＣＴ活用によりどのように読解力の向上につながると考えているか、市の見解は。

④タブレット端末の弊害と対策について。
(ア)タブレット端末利用のルールづくりについて。
(イ)情報モラル教育からデジタル・シティズンシップ教育への転換について。

⑤教員をフォローする体制や、教員へのＩＣＴの研修の実施状況は。

答:
来年度は、現時点では多子世帯の経済的負担の軽減を目的とした、これまでの第３子以降の学校給食費の免除を継
続する考え。物価高騰の状況も踏まえながら、国の動向等も注視し、総合的に検討する。

答:
①市内全小学校でタブレット端末の持ち帰りを実施。低学年や特別支援学級であえて持ち帰らないなど、各学校の
子供たちの実態に即した対応をしている。

②持ち帰りを実施している場合は、タブレット端末付属の充電アダプタを家庭で保管し充電。学校では予備の充電
アダプタをすべての学校で充電保管庫等に設置している。

答:
①国が目指す個別最適な学びと協働的な学びの実現に向け、「戸田市版ＳＡＭＲモデル」を各学校と共有している。
ＩＣＴの活用と学力向上の関係は、国の調査等にも協力をしながら研究を進めている。

②電子黒板機能付きプロジェクタの利点は１点目に、見せたいものを大きく、明るく提示することができ、視覚に
訴えた指示・説明が行いやすくなる。２点目に、授業の効率の向上が図られる。３点目に、ホワイトボードの画
面を子供たちのタブレット端末に配信したり、子供たちの画面をホワイトボード上に提示できる。電子黒板機能
付きプロジェクタは、子供たちが主体となる学びづくりに大きく寄与すると考える。

➂ＩＣＴは 、その様々な機能等により学びの質の向上を目指すものであり、今後もリーディングスキルテストの結
果の分析などを通して授業改善を進め、ＩＣＴを有効に活用しながら読解力の向上に取り組む 。

④（ア）タブレット端末の利用ルールは、 最終的には学校長の判断で定めるべき。プログラミング・ＩＣＴ教育推
進委員会において、よりよいルールや運用が行われるようにしている。(イ)デジタル社会に向けて、児童生徒の
デジタルツールの利用を管理・制限するのではなく、よりよい社会の形成者として責任ある使い方を自律的に考
え、主体的に利用する力を育むデジタル・シティズンシップ教育への質的な転換に取り組 んでいる。

⑤端末の保守・点検等を行うＩＣＴスクールアシスタントや、ＩＣＴレッスンアドバイザーを配置している。また、
ＩＣＴ活用研修の他、異動してきた教員向けにもＩＣＴ活用研修を実施している。加えて、教員のＩＣＴ活用力
や指導力を高めるため、企業と連携した先端的な研修も実施している。
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令和５年9月戸田市議会定例会報告

教育委員会に係わる一般質問及び常任委員会について

一般質問

(3)実際にタブレット端末を毎日利用している子供たちや、家庭でフォローしている保護者からの意見なども聞きながら、
市内全体のＩＣＴ教育の効果や課題を定期的に検証する仕組みについて。

【議員名】佐藤 太信 議員
【質問要旨】
○不登校児童生徒等への取組について
市内における長期欠席者及び不登校児童生徒に対して、教育支援による取組が展開されている。当事者へのサポート及
び家庭との連携を含めた今後の取組について伺う。
(1)長期欠席者、不登校児童生徒、保護者との連携について。
(2)スクールカウンセラーの活用について。
(3)不登校施策実施後の効果検証について。
(4)中学卒業後の市長部局によるひきこもり支援への関わりについて。
(5)学校給食費等助成制度について。
①10月からの給食費無償化による長期欠席者及び不登校児童生徒の取扱いについて。
②長期欠席者及び不登校児童生徒の給食費を支払い続ける家庭への対応、周知について。

答:
定期的に行っている学級懇談会や個人面談、教育相談などにおいて対応している。さらに、各学校では学校評価等
において保護者からの意見を収集しており、ＩＣＴ教育を含め、教育活動の効果や課題等を整理しながら、よりよ
い学校運営に生かしている。また、ＩＣＴ教育の効果や課題は、プログラミング・ＩＣＴ教育推進委員会などで情
報交換し、市内全体で効果的な活用が進められるよう努めている。

答:
(1)長期欠席者、不登校児童生徒への支援は、昨年度より「戸田型オルタナティブ・プラン」を開始し、これまで
にあった中学校のさわやか相談室や教育支援センター「すてっぷ」に加え、新たにぱれっとルームを全小学校に
設置した。また、埼玉県教育委員会と連携して不登校生徒支援教室「いっぽ」を県立戸田翔陽高校内に設置、
NPO と連携したオンライン上の学習支援・教育相談の場である「 room K 」を設置している。加えて今年度よ
り教育支援センター「西すてっぷ」を開設するなど多様な学びの場を設け支援を行っている。保護者に対しては、
全小・中学校にスクールカウンセラー、各中学校区にスクールソーシャルワーカーなど専門的な人材を配置し、
多様な相談のニーズに応えている。また、「不登校について考える会～一人ひとり を大切に～」を開催し、不登
校の理解を深めたり、不登校児童生徒の保護者等が交流し、互いの悩みや考えを共有したりできる場として、保
護者にとっても貴重な機会となっている。

(２)スクールカウンセラーを週２回程度、スクールソーシャルワーカーを週１回程度各校に配置し、教育相談の充
実を図っている。加えて、教育センターでも資格を有する心理カウンセラーを配置し、土日を含めて児童生徒や
保護者の教育相談を実施している。今年度からは、保護者が相談しやすいよう、毎週水曜日に相談時間を夜７時
までに延長し、更なる教育相談の充実を図っている。

(3)「不登校を科学する」取組の一環として、部局横断で教育総合データベースを構築し、データ連携で不登校の
早期発見・対応をすべく検証を進めている。また、不登校に関する知見を有する大学教授等の有識者を外部研究
員として委嘱し、「ぱれっとラボ」を設置している。

(4)３大プロジェクトである「１００年健康プロジェクト」における重点課題であり、福祉部局が中心となって教
育委員会をはじめ、関係機関が連携を図りながら進めている。教育委員会の取組としては、必要に応じてスクー
ルカウンセラーやスクールソーシャルワーカーが児童生徒や保護者への教育相談を実施している。加えて、各中
学校では、高校進学や就職等、中学校卒業後の進路指導を一人ずつ丁寧に行っている。進路指導を通して、不登
校生徒等、中学校卒業後のひきこもり等が心配される生徒、保護者に対して、本人や保護者の不安やニーズに応
じて個別に福祉保健センター等のひきこもり相談窓口を紹介するといった情報提供等をしている。ひきこもりに
関する施策についても、部局を越えて、福祉保健センターと連携を図りながら、切れ目のない支援体制づくりに
向け、研究を深めていく。
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令和５年9月戸田市議会定例会報告

教育委員会に係わる一般質問及び常任委員会について

一般質問

【議員名】古屋 としみつ 議員
【質問要旨】
○令和５年３月１日の美笹中学校不審者侵入事件について
(1)事件の概要について。
(2)本市の対応について。
(3)今後の対策について。

【議員名】むとう 葉子 議員
【質問要旨】
○学校給食について
学校給食の無償化とともに有機農産物を利用してほしいという声がある。
(1)学校給食の無償化が全国的に進む中、本市でも今年度6か月間の学校給食の無償化が実現し、大変喜ばれている。
①来年度以降も学校給食を無償にすべきと考えるが、市の考えは。

(2)2022年７月に「みどりの食料システム法」が施行されたことで、有機農産物を使用した学校給食の充実や食育を推
進する自治体に注目が集まっている。
①地産地消の現状について伺う。
②本市でも、有機農産物を取り入れることができないか。

答:
(5)無償化に併せ、市内在住で戸田市以外の小中学校に在籍されている児童生徒の保護者や、アレルギー等により
学校給食の提供を受けていない児童生徒の保護者に対しては、学校給食費相当額を助成することとしており、長
期欠席者及び不登校児童生徒で給食の提供を受けていない場合も助成金交付の対象となる。
長期欠席等での給食や給食費の取扱いについての周知については、市ホームページ等において改めて周知する。

答:
(1)令和５年３月１日の午後０時２０分頃、美笹中学校に刃物を持った１７歳の高校生が侵入し、取り押さえよう
とした男性教諭が切りつけられ、負傷したもの。当該男性教諭と数人の教諭が勇猛果敢に不審者を取り押さえた
ことにより、生徒は誰一人として負傷することはなかった。

(２)事件発生当日は、速やかに当該中学校へ教育委員会職員を派遣し、管理職等の支援や生徒の下校時の支援、さ
らには同日開催された臨時保護者会やマスコミ対応など、学校を支援した。また、教育委員会から全校に対し、
改めて校舎に出入りする者の確認の徹底、授業時に門扉や昇降口が閉じていることの確認、既存の防犯マニュア
ルに基づいた対応の確認を指示した。事件後は生徒や教職員の心のケアを最優先として、３月２日には、カウン
セラーの緊急配置や登下校時の見守りの強化した。蕨警察署や市長部局にも協力いただき、防犯パトロールを強
化した。さらに、改めて学校の安全管理及び危機管理体制を確認し、不審者侵入時の対応等について、全教職員
の共通理解が図られるよう教育長通知を発出するとともに、児童生徒及び保護者に向けた教育長メッセージも送
付した。３月６日には、校長会議において、教育長から緊急に本事件への対応について指示した。また、学校配
置のスクールカウンセラーや相談員に加え、県教育委員会にも要請し、美笹中学校には毎日スクールカウンセ
ラーを緊急配置し、３月２日以降継続的に子供たちや教職員への心のケアに全力を尽くした。３月９日からは、
当該中学校に警備員を緊急配備した。警備員を配置するまでの期間は、教育委員会の職員が常駐し、校舎内外の
見回りをした。５月３１日には、来校者入り口をオートロックとし、物理的にも安心感が得られるよう体制を整
えた。
(3)８月２５日から全中学校に警備員を配備した。また、美笹中学校には、敷地外周部のフェンス設置を１０月を
目処に進めている。文部科学省において取りまとめた不審者侵入防止の３段階の観点に照らすと、学校敷地外周
部のフェンス及び来校者入り口のオートロック化は、学校の物理的な安全を確保するためにも必要不可欠な機能
であり、令和６年度中に全校に設置できるよう、今議会に設計に係る補正予算を上程している。

答:
(1)令和６年度以降については、現時点では、これまでの第３子以降の学校給食費の免除を継続して実施する予定
である。来年度以降の学校給食費の負担軽減について現時点で考えていないが、国の動向を注視しつつ財政負担も
配慮しながら総合的に研究する。
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教育委員会に係わる一般質問及び常任委員会について

一般質問

【議員名】酒井 郁郎 議員
【質問要旨】
○戸田南小学校の増築について
戸田南小学校は児童数に比して狭隘な不整形地に建設されており、また今後さらに児童数の増加が見込まれるため、運
動場確保の必要性が高いと考えられる。今回、校舎を増築するにあたっては、中長期的な視点からの十分な検討が必要
ではないか。市内他校における運動場の確保や、公有資産の有効な活用の視点と併せてお聞きする。
(1)設計の考え方について。
(2)小学校設置基準と運動場面積について。
(略)

関連質問(答弁者:市民生活部長)
【議員名】山崎 雅俊 議員
【質問要旨】
○学校施設開放事業について
(1)今夏の学校体育館空調設備使用が可能に至った経緯と期間について伺う。
(2)今夏の学校体育館空調設備の使用にかかる電気代等の経費についてはどのようになっているのか。
(3)今後の学校体育館空調設備使用についてはどのように考えているのか。
(4)学校体育館空調設備使用について教育委員会との連携は取れているのか。
(5)今後の学校施設開放事業におけるルールの統一化が必要ではないか。

答:
(2)学校給食における地産地消の取り組みとしましては、主食となる米飯、パン、麺類の購入先として、かねてか
ら地産地消に積極的な取組みを行っている公益財団法人埼玉県学校給食会を利用するなどしている。その他、豚
肉、お味噌についても年間を通して埼玉県産を使用している。また「彩の国ふるさと学校給食月間」である６月
と１１月の第３週にあたる「地場産物活用強化ウィーク」に、埼玉県産の食材を取り入れた給食を提供するなど
し、地元埼玉産の食材の一層の活用を図るとともに、県内の郷土食の提供を通してふるさとへの愛着を深める学
校給食活動を推進している。
有機農産物の使用については、学校給食センターでは年間約８トンの野菜等を扱っているため、食材の量が十分
に確保できる流通体制や安定した価格で購入できるなどの条件が整えば、学校給食においても取り入れたいと考
えている。

答:
(1)令和４年１２月に策定した「戸田南小学校増築工事基本計画書」の中で、「教室数不足の解消」、「自校式給
食調理場の設置」、「水泳授業の民間活用」「図書室のリニューアル」、そして「増築に伴う校庭面積の確保」
の５つの柱を掲げている。これを基に、令和５年６月に基本設計書を策定したが、その中で、水泳授業の民間活
用により屋外プールを解体の上、当該場所を活用し増築校舎を建築すること及び校庭の東端にあるプレハブ校舎
内の学校図書館を増築校舎に移設し解体することによって、校庭面積の拡大が図れるよう配慮し設計した。なお、
これらについて、令和４年８月に開催された全員協議会で再検討案を協議、これに基づく基本計画書は同年１２
月に、基本設計書は令和５年６月に開催された文教・建設常任委員会にてそれぞれご報告した。

(2)文部科学省が定める小学校設置基準では、在籍する児童数に応じた運動場の原則的な基準面積を示されてい
るが、戸田南小学校では、令和５年５月１日時点の児童数で算定した場合に運動場面積は７，２００㎡以上とさ
れている。民間活用するプールを除いた現在の運動場面積は、５，２３４㎡となっているが、増築工事後は、約
５，７００㎡となる見込みであり、現在より１割程度拡がる計画になっている。また、今後の増築に伴い、児童
数が最大に達した場合の児童一人当たりの面積については、令和５年５月１日現在の児童数７６９名に、増築予
定の校舎１０教室が全て定員に達した場合を加えると、児童数は１，１１９人になり、一人当たりの面積は、５．
０９㎡となる。
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補正予算

《教育政策室》
・未来の学び応援基金繰入金 330千円
【理由】匠の技の可視化事業実施を委託するため

《教育総務課》
・防犯対策改修工事設計業務 9,951千円(小・中学校合計)
【理由】学校施設の防犯対策を強化するため、市内全小・中学校の外周日にフェンスと来校者用玄関をオートロックにするための設計業務を行うため

・戸田第一小学校改築等工事請負費 79,215千円
【理由】賃金・物価水準の変動、及び建物杭の引き抜き等の工事請負代金増額のため

《学務課》
・県公立中学校教頭会負担金 14千円
【理由】美笹中学校の教頭が2名体制となったことにより負担金を増額するため

《教育政策室》
・匠の技の可視化事業委託料 330千円
【理由】匠の技の可視化事業実施を委託するため

・教育センター設備修繕 1,067千円
【理由】教育センターの高圧受電設備の経年劣化に伴う修繕のため

《学校給食課》
・学校給食センター設備修繕 4,687千円
【理由】学校給食センターの設備の経年劣化に伴う修繕のため

・学校給食配膳業務 5,182千円
【理由】令和5年10月から令和6年3月までの学校給食配膳業務(戸田第一小学校)を委託するため

・学校給食センター施設備品 10,882千円
【理由】厨芥処理機が老朽化していることから購入するため

《教育総務課》
・戸田第一小学校改築等工事(Ⅰ・Ⅱ期) 総額3,634,986千円

《教育政策室》
・中学校教育相談支援事業 令和5年度～令和8年度 32,655千円
・SNS教育相談業務 令和5年度～令和6年度 8,365千円
《学校給食課》
・調理業務(戸田第一小学校) 令和5年度～令和8年度 103,818千円

歳 入

歳 出

継続費補正

債務負担行為補正

令和4年度決算額

8,107,321,015円(人件費除く)(一般会計の約13.7%)
・教育総務課5,685,007,639円(70.1%) ・学務課 308,324,908円(3.8%) ・教育政策室408,031,720円(5.0%) 
・学校給食課1,264,086,112円(15.6%) ・生涯学習課 441,870,636円(5.5%) 




